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地球資源衛星1号（JERS－1）の打上げ結果の評価について

平成4〆年11月13日
宇宙開発委員会技術評価部会

　宇宙開発委員会技術評価部会は、平成4年2月11日に宇宙開発事業団が行っ

たH一・1ロケット（2段式）による地球資源衛星1号（JERS－1）の打上げ
の結果を評価するために必要な技術的事項について、平成4年6月16日以来、

調査審議を行ってきたが、このたびその結果をとりまとめたので報告する。
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H－1ロケット（2段式）による地球資源衛星1号（JERS－Dの打上げ

P

禰②

趣1働

1．打上げの概要
（1）目的

　　今回の打上げは、H－1ロケット（2段式）によ，り地球資源衛星1号（J

　ERS－1）を打ち上げ、高度約570kmの太陽同期軌道に投入することに
　より、能動型観測技術の確立を図ると共に、資源探査を主目的に、国土調査、

　農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視等の観測を行うことを目的としたも

　のである。

（2）H－1ロケット（2段式）の概要

　　ト1－1ロケットは、重量約550kgの静止衛星を打ち上げる能力を有する

　3段式ロケットであるが、今回打ち上げられたH－1ロケット（2段式）は、

　H－1ロケヅト（3段式）から第3段を除いた2段式の構成となっている。

　　H」1ロケット（2段式）は、第1段及び第2段に液体燃料を、特に第2
段には液体酸素及び液体水素を推進薬とするエンジンを使用すると共に、第

　1段補助ロケットに固体推進薬を使用し、また、誘導方式として慣性誘導方

式を採用しており、重量約1．3トンの衛星を高度約570kmの太陽同期軌
道に打ち上げる能力を有している。

　　なお、今回のH－1ロケット（2段式）は、放送衛星3号（BS－3）打
上げ時と同様に・第1段機体外表面の白色塗装を削除すること等により、ロ

ケットの打上げ能力を向上させている。

　　ロケットの形状及越主要諸元は・それぞれ図1及び表1に示すとおりであ
る。

（3）地球資源衛星1号（JERS－1）の概要

　地球資源衛星1号（JERS－Dは、約311m×約0．9m×約1．
8mの箱型の本体の両側に、幅約2．4m、長さ約11．’9mの合成三三レ
ーダ及び幅約3・4m、長さ約7．9mの太陽電池パドルを取付けた三軸姿

勢制御方式の衛星であり、打上げ時の重量は約1，340kgである。

　　JERS－1の形状、主要諸元及びシステム構成は、それぞれ、図2、表
2及び図3に示すとおりである。

（4）開発体制

　今回の開発は、宇宙開発事業団と通商産業省が共同で行ったものである。

そのうち・打上げ及び衛星バス機器の開発は宇宙開発事業団が担当し、ミッ

ション機器の開発については通商産業省が担当した。

一1一
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（5）打上げの経過及び結果

　今回の打上げは、当初平成4年2月3日に予定されていたが・ターミナル
カウントダウン中に誘導制御系に不具合を生じたため、2月11日に延期さ

れた。

発射時刻
打上げ場所
初期飛行方位角

発射時の天候

2月11日　・10時50分（日本標準時、以下同じ。）

宇宙開発事業団　種子島宇宙センター

122度

曇、北東の風7．3m／s、気温12．2度

　第1段ロケット及び固体補助ロケットの燃焼は正常で固体補助ロケットの

切離し、第1段ロケットの切離しに引高続いて第2段ロケットの燃焼も正常に

行われた。またこの間、誘導制御も正常に行われた。

　その後ロケッ．トは慣性飛行を続畝発射後50分53秒に第2段ロケットと衛星

を分離衛星は所期の軌道に投入され、，「ふよう1号」と命名された。

　JERS－1の軌道は、軌道計算により以下のとおりであることが確認され

た。　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で衛星分離時）

項目 『計画値 実測値

・近地点高度（km） 558．1 558．0

遠地点高慶（㎞） 576．3 57豆6

軌道傾斜角（度） 97，719 97，687

周　　　期（分） 9610 96．0

実測値：衛星追跡による軌道決定値
計画値：打上げ計画に基づき飛翔した場合の値

一2一
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ll．打上げ結果の分析及び今後の対策

　前述のとおり、H－1ロケット（2段式）により，　JERS－1は所定の軌
道に投入された。なお2月3日のターミナルカウントダウン中に発生した誘導

制御系の不具合は、機体搭載の慣性誘導計算機と地上の誘導制御系統点検装置

との間を結ぶ信号伝送系統の一部である、電光変換器の動作不良に起因するこ

とが判明し、打上げを11日に延期すると共に、同部品を交換した後打ち上げ
られた。

　　しかしながら、軌道投入後、衛星搭載機器の以下のような不具合が明らかと

なった。㌧

1．合成開ロレーダ（SA，R）アンテナ展開時の不具合

　（ア）90度展開異常

　（イ）オフナディア傾斜異常

2≧、SAR送信電力変動

3．　SAR画像不良

　ω白い冠状のノイズ
　（イ）ゴースト状の影

4．光学センサ（OPS）画像不良
　（ア）可視近赤外放射計（VNlR）画像不良

　（イ）短波長赤外放射計（SWiR）画像不良：

5．　ミッション記録装置（MDR）再生動作不良

’これらの不具合に関する分析及び今後の対策は次のとおりである。

1．　合成翌月レーダ（SAR）アンテナ展開時の不具合

　　SARアンテナは、8枚のパネルから構成される11．9m×2．4mの大
型展開構造物で地上からのコマンドにより軌道上で展開される。またアンテ

ナ面は、衛星直下方向に対して3，5度の傾斜（オフナディア傾斜）が付けられ

ており、地表面の特性や起伏、凹凸、傾斜等を陰影として映し出すことができ
　る。

　　アンテナは打上げ時は折り畳まれており、図4に示すとおり3段階（90度

展開、アンテナ両翼進展、オフナディア傾斜）の展開シーケンスにより軌道上

で展開される。

（ア）90度展開異常

q）不具合の状況

　　平成4年2月11’日夜にSARアンテナの展開を開始したが、．アンテナ展

∴開が完全であるとの確認が得られなかった。得られたヨー姿勢レート及びア

　ンテナ部温度のテレメトリデータから、コマンド送信後しばらくして展開動

作を開始したが、展開途中で動作が急激に停止したと推定された。

　　そこで衛星を回転させ、アンテナ展開ヒンジ部に太陽光を照射することで
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アンテナの展開を試みたが、ただちに問題解決には至らなかった6

　4月4日早朝、SARアンテナの90度展開が完了していることを示すテ
レメトリデータを得た。同日及び5日のテレメトリデータを再度解析し、S

AIRアンデナが90度展開しているごとを確認した。なお太陽光の照射以外、

前日までにアンテナ展開を直接促す特別なコマンドの送信や衛星運用は実施

，していない。

（2）不具合部位の推定

　故障要因解析（FTA）により不具合の起こった可能性のある部位につい

て検討を行ったところ、以下のような結果となった。

（D　センタヒンジの展開バネトルク不足または抵抗トルク増大による展開

　　力不足
　　前者はバネの破断、バネ定数の変化、バネトルク設定不良等によるも

　　の、また後者はベアリングの摩擦増大、三巴部の抵抗±曽大回が考えられ

　　るが、展開バネトルクは展開角0度で27～33kgf・伽、’展開角90度

　　で20～25kgf・cmであり、抵抗トルクは低温での増大を考慮しても6

　　～7kgf・cmであることから、3～4倍のトルク余裕がある。またこの場

　合は今回のような急激な停止ではなぐ徐々に停止するはずであるので、

　原因ではないと推定された。

（の　センタヒンジ部における物理的拘束

　　　ヒシジの可動部がケーブル、熱制御材などをかみこんだ状態が考えら

　　れるが、アンテナEM及び衛星模擬側壁を用いての試験の結果から否定

　　された。

（iii）保持開放機構忙おける物理的拘束

　　　リリースケーブルまたは保持ピンの引っかかりによる拘束であるが、

　　CADモデル及びアンテナEMでの検討め結果、可能性を否定できなか
　　つた。

Gv）　その他の部分での拘束

　　　展開同期ケ｝ブル、展開防止機構ノンフライトアイテムによる拘束

　等が考えられるが、環境試験結果の検討、CADモデル／アンテナEM
　　による寸法的な確認、射場検査結果の再確認等により、これらによるも

　　のではないと推定された。

　以上の分析結果から、展開異常は保持開放機構での物理的拘束による可能

性が高いと推定された。砧

一4一

幅や曲柵　一日剛口勒脳駈轍嗣．．

（3）調査分析及び不具合原因の推定　　　　　　　　　　　　　　　’・

（D　調査分析

　　　保持機構（図5）は、開放前の保持状態ではハウジング内で保持ピン

　　下部にくさびピンが嵌合した状態にある。また保持ピン上部には保持ピ

　　　ン引き抜き用のスプリングとダブルナットが組み込まれていて、パネル

　　パッケージを衛星構i体に固定している。

　　　正常開放動作では、くさびピンが引き抜かれると、上部に組み込まれ

　　たスプリングにより保持ピンがハウジングから引き抜かれて、アンテナ

　　パネルパッケージは90度展開動作を開始する。

　　　不具合部位の具体的位置については、太陽光による衛星本体の温度変

　　化状況から、SARアンテナが約7度展開した状態で保持開放機構で物
　　理的拘束が起こっていると推定されたことから、

　　　①アンテナパネル保持ピンが抜けきらずハウジングの内壁に引つかか

　　　　つた。

　　　②リリースケーブルが踊った結果アンテナを拘束した。

　　等が原因ζして考えられた。’ただし②については、保持ピンレバーがバ

　　ネに抗って元の位置に戻らなければ引っかかる長さが足りないこと、か

　　つりリーズケーブルの踊りの形状が極端な形状を必要とするなど、CA

　　Dモデル上では可能であるが実際に起こる可能性は低く、従って原因と

　　なる可能性は①の方が高いと推定された。

　　　地上試験は、展開機構単体や保持機構単体での熱真空試験を行い、ア

　　ンテナ機構全体では大気中常温で展開／開放試験を行っており、いずれ

　　も良好な結果を得ていた。ただしアンテナ機構全体の熱真空試験につい

　　ては、熱真空試験設備の大きさに制約があるため行えなかったものであ

　　る。

（iσ　不具合原因の推定

　　今回の不具合は、〈さびピンが引き抜かれた後ヒンジ部近傍の1～
　　2本の保持ピンが完全に引き抜かれる前にアンテナパネルパッケージが

　　9・0度展開動作を開始し、保持ピンがハウジングの内壁に引っかかり（

　図6）・展開動作が途中停止したものと推定された。

　　保持ピンが完全に引き抜かれなかった原因として、ダブルナットと座

　金及びフランジの固着が考えられる。固着の原因としてトルクマーカに

　よる接惹水分等による固着、同種金属の固着・食い込み等があるが、
　打上げ臨め検査データよりトルクマーカによる接着は否定でき、また水

　一等による宙着は進入経路を考慮すると考えにくい。同種金属あ固着は

　ダブルナットと座金、食い込みは座金とフランジの組合せに発生する可

　能性があり、いずれもばねの引き抜き力（300gf）を上回る固着力となる

　可能性がある。以上のことより．固着により一時的に保持ピン引き抜き

　力が低下し、保持ピンが完全に引き抜かれなかったものと推定された。

　　この不具合が解消したのは、トラブルシュート過程で実施した各種マ
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ヌーバ及びアンテナパネル部への太陽光の熱入力などにより・ハウジン

グ内壁に干渉している保持ピンが徐々に回転して開放に至ったもの（図

57）と推定された。

④今後の対策
　分離が必要となるような締結部分には、．分離を促進あるいは容易にする方

法、例えば皿ばねを組み込敬固着や食い込みが起きにくい材料の組合せに

・するぐ固着や食い込みが起きにくい表面処理を施す等について設計時に考慮

　して適切な対策を講じる必要がある。

（イ〉オフナディア傾斜異常㍉

q）不具合の状況
　・平成4年4月9日置SARアンテナのオフナディア傾斜をつけるためのオ

フナディア展開コセンドを送信したがkオフナディア展開完了を示すテレメ

　トリデータを得ることができなかった。

　　しかし、展開コマンド送信後の姿勢テレメトリデータから・送信直後に本

体がアンテナ展開方向と逆方向の角速度を得ていることが検出されへそのデ

ータの分析から」アンテナはほぼ正常に展開（傾斜）していると推定された。

（2）不具合部位の推定曲

　　FTAにより不具合の起こった可能性のある部位について検討を行ったと

ころ、以下のような結果となった。

Gプ　ラッチピンがラッチ溝に落ちな砥ラッチ機構の異常

　　　ラッチピンが正常にラッチ溝に落ち込まず途中で何かに引っかかって

　　いることが考えられた爪テレメトリデータ、シミュレーション解析及

　　びSAR取得画像データから、ラッチピンは正常にラッチ溝に落ちてい

　　ると推定された。．

（ii）一ラッチピンがマイクロスイッチを押し切っていない・、ラ．ッチ機構の異

　　常
　　　ラッチピンの回転トルク不足、ラッチ溝の寸法クリアランス変化・ラ

　　ッチ溝の摩擦過大、スイッチの位置不良スイッチレバーのバネ力過大、

　　及び外力とタイミングによるラッチピンの食い込み不足のた鳳ラッチ

　　ピンがマイクロスイ．ッチを押し切っていない事象が考えられた。しかし

　　ながら、．・設計データ、，試験データの再確認再現試験の実施等による結

　　果から、’これらの事象は原因となりにくいと推定された。ただし、外力

　　・とダイミングによるものは可能性を否定できなかった。、

「6一

ノ　ぬり　　

　　　；

（iii）マイクロスイッチ及びリモートインターフェースユニットの不具合に

　　一よる、テレメトリ系の異常

　　　マイクロスイッチの不適当な使用方法及びリモートインターフェース

　　ユニットの不具合については、設計値及び試験結果の再確認の結果、原

　因とはなりにくいと推定された。ただし、マイクロスイッチ自体の故障

　　については、可能性を否定できなかった。　　　　・

以上の分析結果から、オフナディア傾斜異常はラッチピンがマイクロスイ

ッチを押し切っていない、又はマイクロスイッチ自身の不具合のいずれかに

よるものと推定された。辱

（3）調査分析及び不具合原因の推定

　（i＞　調査分析

　　　　SARアンテナは、2組の独立したラッチ機構i（図8）からなるセン
　　　タヒンジにより支持されている。ラッチアップのメカニズムは、ラッチ

　　　フォーク（固定部側）に設けられたラッチピンが展開運動にしたがって

　　差動部（可動部側）上をすべり、最終的には溝に落ちて固定されるもの

　　である。マイクロスイッチは片方のラッチ機構にのみ取り付けられてお

　　　り、ラッチピンがマイクロスイヅチ用のレバーを押すことによってオン

　　　になる。

　　　’図9…に示されているとおり＼SARアンテナの衛星取り付け点は衛星

　　重心と約1mずれているため、オフナディア傾斜に伴って、．SARアン

　　　テナと衛星本体との間でピッチ軸回りの相対回転が生じる。テレメトリ

　　データによればこの回転の角速度は0．06～0．07度／秒である。
　　　この結果アンテナ部は衛星本体に対しピッチ軸回りに最大0．2度の角

　　度を持つため、一方のラッチピシが他方に比べわずかに先に進行し．先
　　　にラッチする。このため、もう一方のラッチピンへのラッチ溝上部から

　　の摩擦力が増え（図τ0＞、やや浅くラッチする6この先行するラッチ

　　　フォーク側にはマイクロスイッチは付いておらず、もう一方にのみ旧い

　　ていたため、ラッチピンがマイクロスイッチレバーを押し切るに至らな
　　Fかった可能性があると推定された。’

　　　地上試験は、展開機構単体や保持機構単体では熱真空試験を、またア
　　　：ジテナ機構全体では大気中常温で展開／開放試験を行っており、〒いずれ

　　　も良好な結果を得ていた。推定したようなメカニズムの可能性について

　　　は、センタヒンジ部PFM予備品を用いた再現試験により起こり得るこ

　　　とが確認されたが、無重力環境を模擬しなければならず地上では非常に
　　！三二なため、’事前にこのような試験は行われなかっ」た。，

　　　L二方、この不臭合はマイクロスイッチ自体の不具合の可能性も否定で
　　　きない。’これについては設計時に部品供給業者からスクリーニングデー

　　　タを取り寄せて異常のないことを確認しており、またSARアンテナ9

　　　0度展開、SARアンテナ両翼伸展のテレメトリデータ取得用に使用さ
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れている同じスイッチが正常に機能していることから、このスイッチも

正常である可能性は高いが、オフナディア傾斜展開後相当時間を経た現

在でもなおテレメトリ信号を得ていないことから、依然可能性を否定で

きないものである。

（ii）　不具合原因の推定

　　今回の不具合は、
　　　・・外力とタイ・ミングによリマイクロスイッチのついていない側のラッ

　　　　チフォークが先にラッチしてつっぱり、もう一方のマイクロスイッ

　　　　チが付いている側のラッチフォークのピンがマイクロスイッチのわ

　　　ずか手前にとどまり、スイッチを押しきらなかった

　　，・マイクロスイッチ自体の不具合

　　のいずれかの原因によるものであると推定されたが、特定できなかった。

　　なお、いずれの場合もラッチピンのラッチ溝への入り具合（深さ）が

　　角度精度や剛性に与える影響は小さく、性能上問題とはならないと推定

　　されたげ

『（4）今後の対策

　・SARアンテナのオフナディア傾斜については、完了を示すテレメトリデ

ータを得ることはできなかったものの、他のテレメトリデータの解析及び地

．上実験からもラッチ状態にあり、画像取得に支障はないものと判断される。

　　今後、SARアンテナのように長く柔軟な構造物を間隔の狭い2組のラッ

チフォ』クで支えなければならない構造物にあっては、事前に展開環境をシ

ミュレートした動的なコンピュータ解析を実施すると共に、この結果を踏ま

えそ機能部分の模擬試験を行うべきであり、またラッチ状態をより確実に検

　出するために、それぞれのラッチ溝1こマイクロスイッチを装着する▽マイク

　ロスイッチの装着方向を変更する等について検討する必要がある。さらに部

　品の品質管理についても徹底を図るべきである。

2．　SAR送信電力変動・
　　SA只の送信部には、図11に示すとおり2系紐の高出力増幅器（HPA）
　があり、また予備‘ζ1系統のHPAを搭載している・これらは単独でも運用可
　能であるが、2系統を同時に運用するこ．とで、約1．3kWの最大送信出力を

　得ることができる。し

（1）不具合発生の状況
　　ヰ月14日のS．AR初期チェック試駐において＼，A，系、β系（車系）及び

R系．（冗長系）のHPAのA系及びB系を2チャンネル運用させたところ・
約3，0秒間にわたって通常予測されるより大きな送信電カテレメ，トリ値の変

動（図12）が見られた。その後分析の結果、，1これによ5重六な損傷がない

との判断から｛5回にわたり2チャ；ンネル運用を行ったがザA系＋B系の運

一β一・

真「P｝　一■扁一咀剛蝿隅『葦戸．．

働
翻
）

用においてはいずれも電力変動が見られ、A系＋R系及びB系＋R系の運用

においては異常は見られなかった。

　なおこの電力変動については、5月14日以後は見られなくなった。

（2）不具合部位の推定

　　FTAにより不具合の起こった可能性のある部位について検討を行ったと
ころ、

　　・A系＋B系の運用時のみ現象が現れること

　　・間欠的な現象であること

から、　「SAR送信信号合成後の機器」または「アンテナ部∫である可能性

が高いと推定された。さらに不具合部位を特定するために以下のような検討

を行った。

（i）　SAR送信信号合成後の機器

　　損失の変動、電圧定在波比（VSWR）の変動、高周波放電が考えら

　れるが、損失やVSWRについては急激に変動するようなものではない
　　こと、A系＋B系の運用時のみ現象が現れることから、原因とはなりに

　　くいと推定された』

　　高周波放電については、全ての内導体と外導体のギャップ間隔が充分

　、に大きく、また熱真空試験後の取扱いを調査したところ、一部のコネク

　タを除いて着脱をしていないことから、高周波放電が一時的に発生し、

　その後収束することは考えにくく、これも原因とはなりにくいと推定さ

　れた。

（日）　SARアンテナ部・

　　　ゴミ・異物の混入、及び間欠的な薙絡もしくは開放については、A系

　　＋B系の運用直後のみ現象が現れることから、原因とはなりにくいと推

　定された。

　　一方高周波放電については、・図13～図15に示すRFケーブル又は
　　丁分岐のいずれかめコネクタのコネクタピンの半田付け部において、除

　去し切れなかった残留フラックス等による汚染により絶縁体表面に発生

　　した放電の可能性は否定できなかった。

　’以よの分析結果から、不具合箇所はSA，Rアンデナ部のRFケーブル又は

、T分岐である可能性が高いと推定された。．

（3γ調査分析及び不具合原因の推定

，：（iプ．1調査分析

　　　暗面放電は、電極間め絶縁体表面に沿う放電路を通じて展開される放

　　電現象であり、本賓的には局所的なガス放電現象である。、SARアンチ

　　ナ部の外導体と内導体間にはテフロン等を用いて絶縁等を図っているこ
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とか転表面の汚染によりこの沿面放電が起きていた可能性がある。ま

たテフロンなどの沿面耐圧は、表面の汚染粒子によって低下するが、放

電が起きるとコンディシ’二四ング効果により汚染粒子がはじき飛ばされ、

耐圧が上昇する現象が知られている。

　RFケーブルもしくはT分岐のコネクタピンと中心導体との半田付け

時のフうックスがテフロン面に付着していた場合、約1．3kWの送信

電力で誘起された高周波電圧（RFケーブルで245V、　T分岐で23
1V）により沿面放電（最小図面距離はRFケーブルで2．95mm、　T

分岐で2．4mm）が生じる可能性がある。
なお地上試験では、SARアンテナ構成品ごとに高真空環境で、　RF

ケーブルには実際にかかる電力の1．7億T分岐には2ポ8倍程度の
電力を加える耐電力試験を行っており、いずれも良好な結果を得ていた。

（の　不具合原因の推定

　　L今回の不具合は、’SARアンテナ部のRFケーブル又は・T分岐のコネ

　クタピン部の、フラックスによる汚染に起因する沿面放電が原因である

　と推定された。またこの不具合が解消したのは、コンディショニング効

　果により放電時に汚染物質がはじき飛ばされたためであると考えられる。

　　　なおlA系＋B系、A系＋R系及びB系L←R系の間には送信電力のピ

　　ーク値に次表のような差があり、A系＋B系の組合せ時が最も高くなつ

　　ていること、及び汚染粒子が初期の放電により減少したことから、A系

　　＋R系及びB系＋R系の組合せでは沿面放電を起こすための電圧にわず

　　かに達しなかったものと推定された。

送信電力のピーク値（送信パルス波形のピーク値）

刊PAの組合せ 送信パルスのピーク値（W）

A十B 1349
A十R 1288
B十R 1259

（4）今後の対策

　向路面の汚集については、過去披送衛星2号一bにおいても不具合原因で

・あると推定されており、清浄度を保ρ必要性が指摘されたところである。

　今後は回路面の清浄度を保つごとに細心の注意を払うと共に、導体間の田

面距離が短く、かっ大電力で使用される箇所にあっては、沿面の汚染を完全

に除去すべく、超音波洗浄等の洗浄方法を用いた回路の清浄度の確保につい

て検討する必要があると思われる。あわせて、過筆の経験も含めて・このよ

憶繊を粉に筆晦計時に反映できるシステムの中で醗を進めるこ

とが重要である：。
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3．　SAR画像不良
　　SARはマイクロ波を使用するため、昼夜、天候に左右されずに観測できる

　ほか、合成開口技術とパルス圧縮技術の利用により通常のレーダに比べて格段

　に高い地上分解能が得られる。

　　JERS－1に搭載されているSARは、観測周波数はLバンド、パルス出
力は最大約1．3kWであり、地上分解能は18m×18m（3ルック）で、
幅75kmの帯状の地域を連続的に観測することができる。

（ア）白い二品のノイズ

（1）画像不良の状況

　　JERS－1初期チェ，ックアウトにおいて取得した、東京周辺、志摩半島

等の一部地域の画像に、衛星進行方向と直角方向（レンジ方向）に白い回状

のノイズ（図16）が認められた。

（2）調査分析

　　白い筋状のノイズは、取得画像のうち一部の地域にしか認められないこと

から、SARハードウェアの異常ではなく、外来電波による可能性が高いと

推定した上で、受信された生データを分析したところ、図17に示すような

パルス状の規則性のある繰り返しパターンを持つ異常信号が認められた。

　このパルス状輝線のパルス幅及びパルス繰り返し周波数を、パルス状輝線

の長さ、S八Rの送信パルス繰り返し周波数（1555．2Hz）及び地上
への送信のためのA／D変換のサンプリング周波数（17MHz）から求め

たところ、パルス幅はおよそ3μs、パルス繰り返し周波数は約322Hz
に近い値かその整数倍であると推定された。

　この現象の原因となる電波干渉源について調査したところ、周波数、送信

電力の大きさ、得られたデータから算出したパルス幅、パルス繰り返し周波

数等から、地上のレーダの可能性が高いと考えられる。

（3）今後の対策

　　白い筋忌めノイズが入る地域は特定の場所に限られ、大部分の画像につい

てはこのような問題は起こらない。ノイズの混入する地域の画像については、

アダプティブフィルタを使用する等のマニュアル処理によりノイズを低減す

ることが可能であり、今後は必要に応じてこれらのノイズ低減手法の試行等

適切な対策をとることが望ましい。

（イ）ゴースト状の影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　㌔

（1）画像不良の状況

　取得画像のうち、海面のように暗く写る地域と陸地のように明るく写る地

域が含まれるものにおいて、衛星進行方向（アジマス方向）の海域に陸地の

ゴースト状の影が認められる。　（図18参照）’
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（2）原因の推定

　本画像不良については、実像とゴースト状の影の位置関係から、アジマス

方向のアンテナのメインビーム端部あるいはサイドローブにより受信された

非観測域からの不要信号の漏れ込みの可能性が高いと推定し、それより以下

の原因による可能性について検討を行った。

）O
一

（ 　SARが原理的に持つ、明記の暗部への写り込み

　SARには、後述するとおり非観測域の不要信号の観測域への漏れ込

みが原理的に存在し、それにより明部のゴースト状の影が暗部に写る場

合がある。これについてはアンテナパターンの成形により低減化が可能

であるが、他の性能を維持した状態でその効果を得るにはアンテナを大

型化しなければならず、搭載可能な寸法・重量での実現が難しいこと、

成形ビームアンテナを使用した場合は解像度が落ちること等のため、影

が現れるのは暗部（海）であり三部（陸地）には出ないこと、及び観測

の対象が陸地に限られることを考慮し、現在の装置の仕様が決められた。

したがって、ある程度の影が現れるのは当初から予想されていたもので

あり、少なくとも高出力増幅器（HPA）1系統での運用ではこのレベ

ルは設計の範囲内であり、問題はないものと判断された。

（ii）　SARアンテナの不具合

　　高出力増幅器（HPA）2系統（高出力モード）での運用については、

　取得画像の分析によりS／Aレベル（後述）が設定値を満足していない
　　ことが判明した。これの原因として「地上の画像処理上の問題」、　「明

　地点の飽和による見かけ上のS／Aの劣化」及び「アジマスアンテナパ

　　ターンの異常」について検討したところ、以下のような結果となった。

①地上の画像処理上の問題
　　検討の結果信号処理帯域幅も妥当で原因とはならないと推定された・

②明地点の飽和による見かけ上のS／Aの劣化
　　図18について分析したところ、明地点の多少の飽和は見られるが、

　設定値を割り込むほど大きなS／Aの劣化の主要因とはならないと推定

　・された。

③アジマスアンテナパターンの異常
　　アンテナパターンが設計値を逸脱した場合、、S／Aの設定値を割り

　込む可能性がある。そこでHPA1系統及び2系統運用における地上受

　信レベル／アンテナパターンの相対比較による確認試験を行ったところ、

　2系統運用時にアンテナパターンが設計値を満たしていないζいう結果

　を得ており、これが原因の一つであると推定された。
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　アジマスアンテナパターンの異常について不具合箇所をFTA（図1
9）により分析したところ、

　・放射パターンが設計値と異なる

　・2系統運用時のみ現象が出ている

　・現象が初期チェック段階から継続している

　・送信部の出力が定格（約1．3kW）にもかかわらず、地上での観

　　測では400W程度しか輻射されていない模様である
ことから、同軸管同軸ケーブル変換部あるいは同軸ケーブルコネクタ部

（図20及び図21のB1～B4）において高周波放電が発生している
と推定された。・

　さらに観測により得られた放射パターンを近似するアンテナパネル上

の電力分布を推定した結果、アンテナパネル7及び8の輻射電力が特に

低くなっていると推定された（図22参照）。

以上のことから、アンテナパネル7又は8の同軸ケーブルコネクタ部

’（図21のB3又はB4）で高周波放電が発生していると推定された。

　以上のことから、SAR画像のゴースト状の影は、明部の暗部への写り込

みによるもの、及びアンテナパネル7又は8．の同軸ケーブルコネクタ部での

放電によるアジマスアンテナパ三一ンの不具合によるものであるものと推定

された。

（3）調査分析及び不具合原因の推定

　（D　調査分析

　　　　SARにおける非観測域の不要信号の観測域への漏れ込みについて、

　　　SARのアジマス方向では、図23に示す対象物（T）の信号はアンチ
　　　ナビーム幅内に入ってから出るまでの間の信号を合成することによって、

　　等価的にアンテナ長し（十数㎞湘当）の効果を得ている。Fこの信号の合

　　成には、衛星の進行に伴い対象物からの受信信号がドウプラ変調を受け

　　　ることを利用している。一方ドップラ信号は、SARのパルス繰り返し

　　周波数（PRF）でサンプリングしていることになるので、±nPRF
　　のドップラ周波数（図23の縞部分）は同一と見なされ、相当する非観

　　測域の信号は観測域へ漏れ込んでくることとなる（例えば図23のT
　　rの観測時には、T’の信号が漏れ込んでくる「）。そこで図23のTを暗

　　部（海）とし、T’を明白（陸地）として理論的に求めたTT’間の距

　　離と、図18の画像を用いて求めた距離を比較したところ、よく一致し
　　た。従って、ゴースト状の影は非観測域の不要信号の、観測域へあ漏れ

　　込みによって生じたものと推定される。

　　　ゴースト状の影は、SARに原理的に発生する可能性があるものであ

　　るため、設計仕様では観測域からの信号（S）及び非観測域から漏れ込

　　んでくる不要信号（A：Ambiguity）の比（S／A）をアジマス方向に1
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　　　　マ　　　　　　ド　　　り　　　ココ　　　　　　　　　コ　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒコ　　　　　　　　　へ　　　　　ロ　　　ヴ　　　り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

8dB、レンジ方向に16．2dBとし、総合的に14dBを配分する　　　　　｝
ことで、この影響を極力回避することとしていた。　　　　　　　　　　　　　　i

　しかしながら、本SARは断層、謡曲等の陸地の特性を観測するため、　　　　i

CバシドやXバンド等の高い周波数で1まなくしバンドを使用している．　　1

そのため、搭載可能な寸法・重量でのアンテナパターンの成形には限界　　　　　i

があり、その制約からs／Aをこれ以上にすることは現在の技術で麟　　i

しく、画像によっては暗部にゴーストが出る可能性も残されていた。　　　　　　i
　一方」取得画像からアジマス方向のS／Aを測定したところ、HPA　　　　　i

1系統運用時には22dBと仕様値を満足しているが、2系統運用時で　　　　　｝
は13．8dBと、仕様値を満足していないことが判明した。これは2　　　　｝

約2・0度、サイドローブレベル（アジマス方向）は仕様値一11・5　　　醗｝穐

dB以下に対し、熱感値は画一6．2dBとなっている。このためHP
A2系統運用時では、非観則域の不要信号の観測域への漏れ込みが想定

した以上のものとなったため、ゴースト状の影が発生したものと推定さ

れる。

（ii）原因の推定

　　今回の原因の1つは、アンテナパネル7又は8の同軸ケーブルコネク
　　細部での放電によるアジマスアンテナパターンの不具合であると推定さ

　　れた。

　　　これは、同軸ケーブルコネクタ部（図25及び図26）のコネクタピ

　　ンとケーブル中心導体との間に不純物が付着したことによる法面放電の

　　可能性が高いと推定された。すなわち、同軸ケーブルコネクタ部のコネ

　　クタピンとケーブル中心導体との接着時の溶剤がテフロン面に付着して

　　いたため、2系統運用時の送信電力で誘起された高周波電圧（同軸ケー

　　ブルコネクタ部で80V）による沿面放電によりガス放出が起こり、放

　　電が生じたものと推定された。』またこのコネクタ部の気密性はかなり良

　・いためガスが停滞し、持続的に放電が起こっていると考えられる。これ

　　らの放電は電圧が印加されている時のみに起こるため、パルス送信後速

　　やかに放電は停止し、’受信は正常に行われていると推定できる。・

（4）今後の対策

　画像取得の際にゴースト状の影が見えるのは、原理的に発生し得るものと、

放射アンテナパターンの不具合によりそれがさらに強調されたものが原因と

推定された。

　　アンテナパターンの不具合については、気密にする必要の無い部分には積

極的に排気孔を設けること、また今回使用したアルミスプラインケーブルの

代わりに、低損失型ソリッドステートテフロンケーブルなど、内部に空隙を
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持たない構造の同軸ケーブルを使用するこ’と等について検討する必要がある。

　また放電が原因と推定されたことについては、2．「SAR送信電力変動」

の項でも指摘したとおり、過去の経験を十分に活かすことのできるシステム

の中で開発を進めることが重要である。今後は回路の清浄度を保つことに細

心の注意を払うと共に、作業手順の見直し等について検討すべきである。

4．光学センサ（OPS）画像不良
　　光学センサ（OPS）は、地上からの太陽反射光を可視域から短波長赤外道

　まで7つの異なる波長で観測するセンサで、可視近赤外放射計（VNlR）と

　短波長赤外放射計（SWlR）から構成される。

　　VNIRは可視域及び近赤外域での観測のため、4つのバンド（バンド1か
　らバンド4）で3つの波長域の観則を行う。またバンド4はバンド3と同じ波

長域ながら、直下から15度前方を観測しており、バンド3と組み合わせるこ

　とにより立体的に地表面を観測できる。

　　SWlRは短波長赤外二四に新たに開発された電荷結合素子（CCD）を使
　在し、4つのバンド（バンド5からバンド8）で4つの波長域の観測を行う。

　またSWlRは赤外線を観測するため、熱雑音を抑えるため冷却器でCCDを
　冷却している。

　　OPSの地上分解能は18．3m（レンジ方向）×24．2m（アジマス方
　向）、画素数は・4096画素／バンドで、観測幅は75kmである。

（ア）可視近赤外放射計（VNlR）画像不良

（D画像不良の状況

　　VNlRの画像では、レンジ方向（CCDスキャニング方向）に図27及
・び図28の直な周期的な横縞が現れる場合がある。この横縞の発生は、観測

時間中に常に発生するものではなく、発生時間も一定ではない。またVNl

Rに搭載する4つのバンド全ての画像に同時に発生する。さらに取得画像の

解析結果から、横縞は出カレベルで数レベル（フルスケール63レベル中）

の信号が重畳しているものと推定された。

　　そこである1画素に注目し、画像取得に伴う出力の変化を周波数解析した

ところ、図29に示すとおり横縞のある部分では100Hz付近にピークを
持つことが判明した。

（2）不具合部位の推定

　　FTAにより原因を解析したところ、

　　・4バンド同時に横縞が発生していることから、㌧各バンド共通部分が原因

　　　である

　　・信号処理部（アナログ／デジタル）は冗長系を組んでいるが、いずれに

　　せよ現象が変わらないので、信号処理部は原因ではない

　　・増幅部で増幅される前の横縞のCCD出力は、各バンド間で差はない
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ほ　　　ボ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

ことから、CCDバイアス電圧が約100Hzで変動し、それが画像出力に　　　　｝
影響を及ぼしているもの認定され為なおこの検討に使用したFTAを図　i

30に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
（3）調査分析及び画像不良原因の推定

ω　調査分析
　　　不具合部位の具体的位置についてハードウェア上から可能性を検討し

　　　たところ、以下のような結果となった。

①VNiR電源部12．5V出力系の部品異常
　　CCD駆動パルスの電原は図31の回路から供給されており、この電
　圧が変動するとCCDバイアス電圧が変動する。そこでこの回路の制御

　ループ（フィードバックラインフィルタ、パルス幅制御回路、ドライバ

　回路、主スイッチ及びトランス）において異常発振した可能性が高いと

　推定された。

　　このうちドライバ二黒スイッチ及びトランスはスイッチング周波数

　（100kHz）でスイッチングしている回路であり、異常発振する要
　因はない。

　　一方フィードバックラインフィルタ及びパルス幅制御回路では、、抵抗

　（R）またはユンデンサ（C2）の特性が変化するとフィードバックル

　ープの位相特性が変化し、低周波の異常発振を起こす可能性がある。

②VNiR検出器駆動部内シリーズレギュレータの異常
　　CCDに供給するDCバイアスの安定化のために検出器駆動部にある

　シリーズレギュレータの出力が変動すると、CCDのバイアスが変動す

　る。これは図32のような回路からなり、電源電圧（＋15V）又は負

　荷が変動してもCCDバイアス電圧（＋12V）を一定に保つ＝機能を持

　つ。

　　この回路において、オペアンプrCに外付けされたコンデンサが開放

　故障を起こせばオペアンプによるフィルタの位相特性が変化し、異常

　発振を起こす可能性がある。ただし電源部と比較して本回路のフィード

　バック回路は短く、発振を起こす可能性は低いと推定された。

　これらは何れも部品の故障によるものであるが、回路上過電流、過電

圧等による破壊は考えにくい。

（ii）画像不良原因の推定

　　調査分析の通り、画像不良原因は

　　　・VNIR電源部内
　　　・VNIR検出器駆動部内シリーズレギュレ門夕内

　　のいずれかの部位での部品故障により、異常発振が起こっているものと
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推定された。これらのいずれによるかは特定できなかったが、回路の構

成上、VNlR電源部での異常発振の可能性が高いと推定された。・

　特にVNlR電源部のRまたはC2が開放故障を起こした場合、その

発振周波数は約400Hzとなると推定された。またOPS内で使用し
ている周波数について調査したところ、CCDの1ライン当りの駆動周

波数が300Hzとなることが判明した。したがって、駆動周波数と先

の発振周波数の差100HzがうなりとしてCCDバイアス電圧に印加
され、画像信号に影響を与えていると推定された。

　なお、部品の故障については、特に原因となり得る現象は見いだすこ

とができなかった。

（4）今後の対策・

　本画像不良は、画像データに約100Hzの信号が重畳しているものであ
り、画像情報は残存していること及び重畳している信号が単純なことから、

フィルタによりこの信号を除去すれば、正常な画像が得られる。またOPS

の機械的環境条件は安定した状態にあり、今後症状が進展することは考えに

ぐい。従って、当面はこのまま運用していくこととし、その中で発生頻度、

他機器運用との相関関係等を継続して監視していくべきである。

　本画像不良は部品に起因していることから、部品の品質管理の徹底を行う

と共に、試験においては十分に長時間の試験を行い、初期故障を除くことに

ついて検討すべきである。

（イ〉短波長赤外放射計（SWlR）画像不良

（D画像不良の状況

　　SWlRの画像ではぐ図33及び図34に見られるように、アジマス方向

　（CCD画素配列と直角方向）に画素が尾を引く現象（応答遅れ）が発生す

る。この現象は全てのバンド・全ての画素に現れているが、’三光量レベルで

は発生せず、ある程度の光量以上で観測される。“なお高光量レベルについて

は、応答遅れの消滅する限界があるように見えるが、高輝度データが限られ

ているため、確認されていない。また、本画像不良は初期ミッションチェッ

ク以来継続して発生しており、その状態の変化は見られない。

（2）不具合部位の推定

　　FTAにより原因を解析したところ、

　　・SWlRのみで発生し、かつOPSのゲインを変えると現象の発生する

　　　レベルが変わることから、OPS以外の要因ではない

　　・増幅離信号処理部（アナログ／デジタル）はリアルタイム動作をして

　　　おり、次ラインに影響を与えるとは考えられない

　　・全バンド、全画素で同様に発生している

ことから、各バンド共通の要素として、CCDの検出器を駆動しているトラ

ンスファゲート駆動パルス波形異常が挙げられ、これにつながる要因として
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システム電源部から供給される電源の異常、又は検出器ドライバに異常があ

るものと推定された。なお検討に使用したFTAを図35に示す。

③¶調査分析及び画像不良原因の推定

　（i＞　調査分析

　　　画素の応答遅れのメカニズムについて、トランスファゲート駆動パル

　　　ス波形が変化しポテンシャルが下がった時の電荷移動の様子を図36に
　　示す。正常な場合は（a）のように全での電荷が転送部に移るだけのポ

　　テンシャルがあるが、駆動パルス波形が変化した場合、ポテンシャルが

　　下がるため、　（b）のように転送時に転送部の電荷があふ思詰光部の

　　全ての電荷が転送部に転送されず、一部が受光部に残る。そこでたとえ

　　次の撮像で何も入力がなかったとしても、この電荷が次の転送時に転送

　　され、応答遅れとして出力されるものと推定された。

　　　不具合箇所の具体的位置についてハードウェア上から可能性を検討し

　　たところ、以下のように推定された。

①SWIR電源部から供給される電源の異常
　　SWIR電源部から検出器ドライバ回路（図37）に供給されている
　電圧が低下した場合、トランスファゲート駆動パルスの振幅が小さくな

　り、これが画像に影響を与える可能性がある。

　　しかしながら、電原電圧低下にはトランスの2次巻線の短絡しか考え

　られないこと、同じ電源を使用している他の機器が正常に動作している

　ことから、可能性は低いと推定した。

②検出器ドライバの異常

　　検出器ドライバは図37に示すとおり、ドライバ内電原回路とトラン

　スファゲ噛卜駆動回路からなる。ドライバ内電源回路はトランスファゲ

　ート駆動パルスの振幅をτOVにするため、システム電源から10．5

　Vを作る回路であるが、三端子レギュレータまたはフィードバック抵抗

　R1に異常があれば、正常な電圧が出力されない。

　　つまり、三端子レギュレータが導通モードで制御不能となった場合、

　トランスファゲート駆動パルスの振幅値は約14Vとなり、　ccp駆動

　許容振幅レベル10±0．7Vから外れ、　CCDの正常な電荷転送動作
　が得られない。また抵抗R1が開放故障した場合にも三端子レギュレー

　タが導通モー’ドで制御不能となる。ただし抵抗に開放故障が生じること

　はまれで、この可能性は少ない。

　これらは何れも部品の故障によるものである。’トランス巻線抵抗の

断線については原因となる可能性は低し．、が、三端子レギュレヤタについ

ては我が国では現在までそれほど多くの使用実績はないため、、他に比べ

て可能性が高いと推定された。
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（の　画像不良原因の推定

　　調査分析の通り、画像不良原因は

　　　・SWlR電源部内のトランスニ虚心巻線の断線
　　　・検出器ドライバ内のドライバ内電源回路の三端子レギュレータの故

　　　障又は抵抗R1の開放故障
　　のいずれかにより、トランスファゲート駆動パルスが正常な振幅でない

　　ため、電荷の移動が正常に行われないものと推定されたが、いずれかに

　特定することはできなかった。，しかし、故障率を考えると、三端子レギ

　　ュレ一六が導通モードで制御不能になっている可能性が高いと推定され

　　た。なお予備部品等を用いた確認試験では今回の不具合につながるよう

　な現象は確認できなかった。

（4）今後の対策

　本画像不良は初期チェックアウト時よりずっと同じ状態で推移しており、

今後進行はしないものと推定される。この現象により画像情報は一部失われ

・ており、抜本的な画像補正は不可能である。原因推定の結果からハードウエ

アの機能回復は困難であることから、当面は本現象の推移を監視していく他

はない。

　本画像不良は部品に起因していることから、・（ア）「可視二二外放射計（VN

　lR）画像不良」の場合同様、部品の品質管理の徹底を行うと共に、試験に

おいては十分に長時間の試験を行い、初期故障を除くことについて検討すべ

きである。

5．・ミッション記録装置（MDR）再生動作不良，

　　MDRは、データ受信局のない地域においてSAR及びOPSの観測データ
　を記録し、衛星がデータ受信局上に来たときにそのデータを再生するためのも

　のである6記録には磁気テープを使用し、記録時間は約20分間である。

B（1）不具合め状況

　　MDRが再生開始したτ秒後、自動的にスタンバイモードへの移行動作に

入り、その5秒後にスタンバイモー，ドになり再生が中止される。この現象は

再生開始時に必ずしも生じる訳ではなく、衛星各部のテレメトリデータから

・はこの現象発生中および前後で特に変化はない。またこの現象は記録時には

　発生しない。

（2）不具合部位の推定

　　FTAにより不具合部位の場所め可能性の検討を行ったところ、以下のよ

うな結果となった。
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（D　磁気テープの不具合

　　　これについては、テープの位置によらず不特定の場所で起きたことか

　　ら、この可能性は否定された。

（ii）　磁気テープ終端検出部の不具合

　　　MDRが再生を終了するのは、

　　　①一次端部検出器（プライマリシステム）が終端を検出する

　　　②二次端部検出器（セカンダリシステム）が終端を検出する

　　のいずれかであるが、セカンダリシステムの誤動作を示すテレメトリデ

　　ータを得たことがあること、またセカンダリシステムを切った状態での

　　運用では問題なく動作していることから、セカンダリシステムの誤動作

　　が原因である可能性が高い。

（iii）再生停止コマンドの誤受信

　　　MDRが再生停止コマンドを誤受信した場合は、正常な動作として再

　　生動作を停止するが、セカンダリシステムを切った状態で正常に再生す

　　ることから、可能性は低い。．

以上の検討結果から、MDR再生動作不良は、テープ終端を検出するセカ

ンダリシステムの誤動作に起因するものであると推定された。

（3）調査分析及び不具合原因の推定

　ω　調査分析
　　　　磁気テープは、図38のように一次始端／終端マーク（プライマリB，

　　　OT／EOTマーク）及び二次始端／終端マーク（セカツダリBOT／

　　　EOTマーク）の間が使用され、プライマリBOTとプライマゾEQT
　　『の間で記録／再生が行われる。セカンダリシステムは冗長系であり、プ

　　　ライマリシステムが機能しなかった場合に冗長機能として動作する。ま

　　　たプライマリシステムはテープカウンタによりテープ残：量を管理するこ

　　　とで記録／再生領域の終端を検出し、．セカンダリシステムはテープ残量

　　　を光学的に計測することでテープの物理的終端を検出する。・

　　　　図38からもわかるように、記録時はプライマリシステ珠も今町ンダ

　　　りシステムもBOTから始まりEO丁検出で終わり、一方再生時‘まEO

　　　TではじまりBOT検出で終わる。テレメトリデータの分析から、，．今回

　　　の誤動作は再生開始時にセカンダリシステムがBOTを誤検出した結果、

　　　再生が停止したものと推定された。　　　　　　　、　　　　一討’

　　　　セカンダリシステムの誤動作の原因の可能性について検討した結果は

　　　以下のとおりとなった。

①　MDR内部
　　MDR内部については、再生時のみ発生すること、現象が発生する再
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生開始1秒後はMDRは電気的に安定していること、また再生時に常時

発生するものではなく、また打ち上げ後それほど時間も経っていないこ

とから、電気的な過渡現象の影響や部品の故障及び劣化の可能性は低い

と推定された。しかし、セカンダリシステムはシグナルグランドとテー

プ駆動制御提唱体の間の相対電位変動には敏感なため、、この電位変動に

よる誤動作の可能性は否定できなかった。

②　MDR外部
　　MDR外部については、図39のとおり、テレメトリデータや他機器

　の運用データに特に異常は見られないことから、衛星バス電源のスパイ

　クノイズ他機器の異常動作によるノイズの影響については可能性は低

　いと推定され、また他機器からのノイズ放射または伝導干渉の影響につ

　いては地上試験盤のレベルから変化していないと推定される。一方テー

　プ駆動制御部筐体のグランド電位の安定性低下については、テープ駆動

　制御部尊体と衛星パネル間のグランドストラップ接続点（図40）のい

　ずれかが熱サイクル等の影響によりその特性が変化し、電位安定性が低

　下する可能性がある。

　以上の分析から、セカンダリシステムの誤動作の要因として同システ

ムがグランドレベルの変動に敏感なこと、テープ駆動制御部のグランド

電位が不安定になる可能性があることが挙げられる。

　なお地上試験では、MDR単体及び衛星システムに組み込んだ状態で

環境試験等を行っており、良好な結果を得ていた。また類似のMDRが

SPOT衛星シリーズ（仏の地球観則衛星）に計4台搭載されているが、

今回のような不具合は発生していない。

（ll）不具合原因の推定

　　　本不具合原因は、調査分析の結果から、テープ駆動制御漏出体と衛星

　　パネルとの間のグランドストラップ接続点が熱ストレス等を受けて接地

　　抵抗が増加し、嘉応の電位が不安定になったことから、これがノイズ源

　　となってグランドラインにノイズが混入し、外部環境の変動に対して敏
　　感な設定がしてあるセカンダリシステムが誤動作を起こしたものと推定

　　された。

　　　また再生開始時のみ誤動作するのはノイズマージンの個体差に起因す

　　るもので、セカンダリシステムの再生時BOT検出回路のノイズマージ

　　ンが若干小さかったため、再生開始1秒後にMDR消費電力がピニクに

　　なるにつれてノイズがピ一肌クになった際に、誤動作を起こし左ものと推

　　定された。

（4）今後の対策

　　MDRの再生開始時に発生した再生中断は、電源部へのノイズ混入による
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繍

セカンダリシステムの誤動作によるものと推定された。

　当面はセカンダリシステムを切り離して運用を行うと共に、磁気テープ上

の記録／再生範囲を短めにとり、端部に余裕を残した運用を行うことが適当

である。

　さらに今後は、熱変化、機械的な変化等に強い接続方法を採用すると共に、

フィルタの挿入や同相雑音除去比の高い増幅回路の採用等による電磁干渉対

策を行い、十分な確認試験を行うことが重要である。

一22一

三

輪三

川．総合意見

　　H－1ロケット（2段式）による地球資源衛星1号（JERS二1）の打上
げについては、所定の衛星軌道への投入に成功した。また衛星は、SARアン
　テナ展開時の不具合観測機器による一図画像不良及び散発的なMDRの再生

動作不良を除き正常に動作している。なお今回発生した不具合に鑑み、今後は

以下の点を特に留意しつつ開発を進める必要がある。

　　SARアンテナ部に見られるような大型構造物の可動部分の機能確認におい

ては、試験設備上の制約から、システみ全体を用いた試験を行うことが困難で

あること、また無重量状態を作り出して試験を行うことが困難であることから、

真空、無重量、温度等の展開環境をシミュレートした動的なコンピュータ解析

を実施するとともに、この結果を踏まえ、可能な限り機能部分の模擬試験を実

施すべきである。

　　また一部の画像不良については、SARの高出カモードにおける、回路表面

め汚染に起因する不具合のように、わが国の過去の経験を生かし、その中から

得た教訓を活かしていれば回避できたと思われるものもあるため、今後はこれ

　らの教訓が生かされるシステムの中で開発を進めることが重要である。さらに

部品単体の品質管理の徹底はもとより、コンポーネント、サブシステム、シス

　テムレベルの各試験段階において、初期故障を除くために必要な十分に長時間

　（バーン・イン・タイム）の試験を行うべきである。

　　さらにMDR電源系については、熱的、機械的な変化に強い接続方法の採用、

フィルタの挿入や低雑音の増幅回路の採用等による電磁干渉対策を行うと共に、

十分な確認試験を行うことが重要である。

　　各不具合に対しては指摘した対策を講じるとともに、今後は開発、製造、試

験段階における品質確保、性能確認についてさらなる配慮がなされることが重

要である。、
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衛星フェアリング・

V．91m

第2段・

q星分噸 1

JERS－1

@　ガイダンスセクシ』ン
　　　　　＼、Q段フェア

　　リング分離面

謔Q段
P0．32m

@　第1段・
@　2段分離面

燃料タジク

_化剤タンク

全長’

S0．30m

センタボディセクション

第1段
Q2．44m

アダプタセクション

謔Q段エンジン’

@　　　　　｝

R料タング

_化剤タンク

@第1段エンジン
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固体補助ロゲット（9本

Xカートセクション

Gンジンマクション1

I
　
l

図1　H－1ロケット9号機Fの概観

　　　　　　　　　一24一
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表1　ト｛一1ロケット9号機Fの主要諸元

（飛行計画に基づくノミナル値）

全　　　　　　　　　　　　　　　段

名　　　　　　称 H・一1ロケット9号機F（H2：4　F）

全　　　長（m） 40．30
外　　　径（m） 2．49
全備重量（t） 137．3（人工衛星の重量は含まず）

誘　導方　式 慣性誘導方式

各　　　　　　　　　　　　　　　段

第　1　段 固体補助ロケット 第　2　段
　衛　　星
tェアリンク

全　　　長（m） 22．44 7．25、 10．32 7．91

外　　　径（m） 2．44 0．79 2．49 2．44

各段重量（t） 85，88乳 40．3（9回分） 10．6竃6 0．6

推進薬重量（t） 81．5 33．7（9回分） 8．8

平均推力（t｝

メインエンジン
@　76．482
oーニアエンジン
@　　0．9‘2・5

135．0（6回分）　　　8：2．4 ・10．883’

飛行計画上の
R焼時間
@　　　（s｝

メインエンジン

@　271
oーニアエンジン

@　277

40 357

推進薬種類 液化酸素／RJ二1
・ポリブタジェン系

Rンポジット
@　　固体推進薬

液化酸素／液化水素

推進薬供給方式 ターボポンプ 一
ターボポンプ

一

比　推　力（s）

メインエンジン
@　252‘2
oーニアエンジン

@　209“2

234」2 450‘3

姿
勢
制
御

ピッチ・
?[　　ρ

ジンバル 一

（推力飛行中）

@ジンバル
i慣性飛行中）

@ガスジェット

ロール バーニアエンジン ガスジェット

搭載電子装置

1）テレメータ送

@信器
@PCM－PI輝
Q）指令破壊受信

@器
@　トーシ変調

一

1）レーダトランスボ

@ンダ　2台
Q｝テレメータ送信器

@PCM－PMR）指令破壌受信器

@2台　トーン変調

＊1：アタブタセクションを含む．

＊4：リフトオフ時は6本のみ点火し

＊5：2基分．

　　＊2：海面上　　　　＊3：真空中

、6本の燃焼終了後残り3本に点火する．

、　＊6：衛星段間部を含む．
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表2　JERS－1の主要諸元　（1／2）

名　　　　称 地球資源衛星1号（JERS－1）

軌　　　　道 太陽同期準回帰軌道
（1）軌道高度　　約 568㎞

②軌道傾斜角 約98。
（3）回帰周期 44日（西方移動）

（4）降交点通過地方平均太陽時5） 午前10時30分～午前11時

形　　　　状 一翼式太陽電池パドルと合成開ロレーダアンテナを有する箱型

本体 3．lm×0．9m×1．8m
太陽電池パドル 8．OmX　3．4m
合成三三レーダアンテナ 11．9mX2．4m

重　　　　量 約1，340㎏（打上げ時）

姿勢制御方式 三軸姿勢制御方式 （ゼロモーメンタム方式）

設計寿命 2年（2年後の残存確率0．7以上）

合成三三レーダ
声観測目的：地表面からのマイクロ波反射、地形

（SAR） 観測波長：Lバンド　（1．275GHz）

送信電力：約1．3kw
オフナディア角：35。

観測幅　：約75㎞
地上分解能：18m6》

データレート：60Mbps7）

ミ 光学セ　ンサ 観測目的：地表面からの反射光、岩石、鉱物
（OPS）▼ 観測波長：

ツ 0．52～0．60μm

0．63～0．69μm

シ O．76～0．86μm
0．76～0．86μm（前方視）

ヨ 1．60～1．71μm

2．01～2．12μm
ン 2．13～2．25μm

2．27～2．40μm

機 観測幅　　　：約75㎞

地上分解能　：約18m
器 データレート：60Mbps

ミヅション送信機 周波数　　　　：8．15GHz／8．35GHz

（MDT） 変調方式　　：QPSK
送信出力　　：20W×2周波
データレート：60Mbps

ミッション記録装 記録容量　　：20分
置 運用寿命　　・2，000時間

（MDR） データレート：60Mbps
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表2 JERS－1の主要諸元 （2／2）

通信データ処理系 上．り回線周波数：2，044GHz
Lへ （C＆DH） 下り回線周波数：2，220GHz

コマンドビットレート　　　：　　500bps

テレメトリビットレート　　　：　2，048bps　’

データ処理系．：衛星デニタバス方式

姿勢軌道制御．系 ，制御方式：’

（AOCS）
デジタル三軸ストラップダウン・ゼ三一メンタム．方式・

姿勢誤差：三軸±．0．3。以下…

バ 姿勢安定度：各軸±0．003。／秒以下

ガスジェッ・ト系 ヒドラジンモノプロペラント方式8》

ス （RCS） 1（N）スラスタ×22個・
推薬タンク×「2個

機 太陽電池パドル系 パドル形状：6パネル×三三

（PDL） 太陽電池セル：s・iセル（2．c皿×4cm）・

約22，000枚’　　　　　　　，

器

電1　源　．・系 ・電力供給（寿命末期）：．

（EPS） 2，087W（日照時）．

1，320W（日陰時）、

熱　制　御　系．
受動式と能動式（サーマルルーバ、ヒートバイブ）併用　　　　　　　　　’

（TCS）

構　　体　　系 ・アルミ・ハニカムパネルとCFRPトラスによる
（S．TR） ・1 nそブリ、シド構造

一28一

㊥

轡

曳

・合成開ロレーダ（SAR）

「一’一…輌’麟… V’．細’一●帽●一1「’…斜”一’網；～ゼ「

アンテナ部 送受：分波部 受信部・．

i電力制脚器より

1　（EED）
i

i　、

送信部・

信号発生部・

信号処理部

。ミッション送信機GΦT）

「’鱒’剛．一〇噛’齢’…印’ �f…醐’鱒’一’一一●一’輔●網…臼亨三7乙子蔀’1，

L．＿．＿．＿．＿．＿．＿．』．＿．＿．＿．＿．．＿．一・一・一・一・」・→

●光学センサ（OPS）

　・一・一・一・一・一・一・．r・一・一・・一’欄．偏∵鱒’一

可視高高外

放射計高

校正用

病源部

厚波長赤外

放射計部

冷却器用

電源部

アナログ、

信号処理部

ディジ二一

信号処理部

回路用

電源部

アナログ

信号処理部

×2

熱制御部

・
切
換
器

変調器 電力増幅器

変調器 電力増幅器

電力増幅器

出力回路

電力増幅器

出力閑臥

し．＿．‘

Q＿．．．＿．＿＿．＿． 蛛D一一・・一・一・一一
●ミヅション記録装置（MD2）

1一●一’一’桶○闘’鱒’葡●一”一●“●一●一国’鯛’ u

ディ，ジタル

信号処理部

熱制御用・

電源部

出力合成器

』＿．＿．＿．＿．＿＿」

エレクトロ

　　ニクス部
トうンスポート部

　　　　　　　L＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿」

1。通信及翻データ処理系（C＆DH系）
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・電源パドル系（EPS系）
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パドル
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パドル

駆動機構

（PDM）
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1
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　パワ

fパイダ
×4

1
　
・
　
一
・
　
一
　
●
　
一
●
　
一
●
　
累
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i

　　　　　爆管回路（EED）
　　　の　ロのコのの　　コの　コ　ロ　り　りの　　コの　つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

電力　　　　　　電力　　　　　1
制御器　　　　　　　　分配器　　　　　　　！

×4

電池充電

制御器

　　　×4

蓄電池
リコンディショニ

ング負荷

一
．
一
．
一
．
1
．
」・

・熱制御系（TCS系）

「　　　　　　　・コ

！サ呪生バ・！
！　　　　　！

！匿1

・姿勢軌道制御系（AOCS系）

r’ロー●一’醐●一’一●一’一●隔’一●一●一「’印や’
’　　　　　　　　×3

一’一● �f嗣．一 Jτ●一●旧き’三

三太陽センサ
　　　　電子回路‡

・亀体系（STR系）

rノー一●一●’一。伽’一

i［巫コ1
」．＿．＿，＿．＿．＿凋

。計装系（INT系），

r’醜’開●胴’一…脚9 A

i［二二i

i［亟コi
L．＿．＿．L．＿．＿．」、

　　　　　　　　‡
1租太陽センサヘッド

×2 k2

ボィール駆動回路

各
ユ
ー
ザ
機
器

1楕太陽センサヘッド 撤陽センｩ回路

地球センサ‡

慣性センサ室．

　　　‡

姿勢軌這

制　御．

電子回路

x2
性セ、ンサ温度制御

ユニヅト‡

×2

バルブ駆動回路

パドノし追尾用』

太陽センサ・

ドライブ　　零

インタフェース

　ニヅト

×2

磁気トルカA

×2

磁気トルカB

し．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．、一．一・一・一・一・一・一・一・一・一・一…」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）‡内部冗長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

・ガスジェット系（RCS系）

「．藷一● u7’∵「密葬］
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1　　　　　　／　一推薬タンク　　　　　　　1

｛注排弁1・・圧謡．・一｛

iフ・ルタ「「遮臨フ・ルタl

i・遮断弁　・　遮断絹
i即スラスタ　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　ノ

．』「@　　　　　　　　　　　　　　1

i　軌道二二用姿勢制御難生遭制劉用、姿勢制御用！

L．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．一＿・一・一・一・一濫

．図．3　JERS－1システム系統図
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図6保持ビンと六ウジ痴引つかカ、呼ド

　　　　　　　　　一32一

1
＼d

D
“

B8薗翫

一『｝｝哨臼一｛申■醐ｿ三一　r一一’“

研禰

隔

保持ビンがハウジングから押返ざれる力

　　　　　　　　　　　　　＼

　　保持ピン回転方向　　　　、

　　　（反時計方向1，へ

保持ピン

　　　　　　　　　　　　　／

ハウジング

保持ビンを回転させる円周方向の成分

　　　　　ぐコB

　直登12．2mm

直崔18．5㎜

△
U
A

’X

（くさびヒ：ンで’）

押紅お偽鎮

　　　　　．デバ部
13．0蜘

1ψ、

～

～

6．8mm

係寿ピン

鴇

Aから見る

＼
ハウジング

’

ー
ー
レ
～
t

　　（くさびビ：シで）

三巴留穴

：Bから見る

図7　保持ピン開放のメカニズム

　　　　　　　　　一33一



〈
．
N
1
1
．
R
ス
釧
課
塀
回
者
駆
e
⊃
回
癖
出
ら
b
　
①
圏

■

翼
c
q
．
o
K
騨

（
触
い
郭
ト
ホ
》
麻
9
0
“
）
’
、

心
一
数
ト
ホ
ら
心
々
×
．
＋
、

奮
．
象
・

（
§
諸
，
串
ら
，
ヤ
〆
ロ
心
ヤ
レ
）
↑

　
心
一
k
“
ホ
》
際
§
崇
×
一
「

、

一35≒

ε
㏄
二
嘩

壱
H
潔

．
λ
黛
ー
ト
へ
二
図
ム
ホ
Y

魯
＼
翼
卜
。
，
ざ
才
ゆ
。
・
。

恭
三
三
K
酔
く
の

量
終
年
羅

．…茎

ヤ
1ト、

る
白
闘
§

．1

輸

簡
、

　　　　　　　呂一一一｛鼻　　　　　　　→占‘蒔一　　　　　r　
雫　　「　一　F　 一　 一　　　i　・　」　　　」　一　　　　’四　　一　 占　「　噛　r　▼　　一　｝　　　 L一」　　r　，　　7」

　　　　　　　一』　一」一　　一　　　　一　　」　　」コ　　　　　　一　　　　
‘　

　　　　　噛　　－　一　　’P　　，　　　＿　’　一＝
』　6噛　　鄭

　　

i
灘
竈
題
艀
註
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
製
團

（
繕
簸
軽
量
）

　
　
（
奉
×
1
）
へ
1
奢
卜
申
外
回

　
　
（
覇
乱
罎
回
忌
）

騨
）

農
0
9
鷺

へ
　
ノ
・
．

（
翠
×
i
）
鍵
ホ
外
冠
／
／
ん

（
奉
×
十
）
へ
1
蒙
ト
ホ
旧
い
・

　
　
　
　
（
奉
×
十
ソ
鍵
ホ
三
鷹

　
　
　
（
葦
×
十
）
ム
コ
ホ
旧
い

（§　　

@　

i
董
難
治
梼
）

（
奉
×
十
）
論
霞
鞭
λ
N
ホ
碁
い

（
藷
護
蓋
）
ぬ
譲
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

墨
書
脳
「
ト
さ
恥
玉
h
杓
e
塩
煙
」
姻
λ
餌
　
o
O
一
凶

　　

@　

@
へ
舞
。
．
彊
三
三
ボ
“
　
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翠
×
1
）
．
・
ふ
N
ホ
外
い

／

／

○

0

、

’

　
　
　
　
　
　
＼
「

（
島
O
一
巻
N
面
碧
蓑
Y
，
ン

一
く
ム
庫
寡
や
K
二
王
ヤ
レ

　
．
舞
0
8
鼠

　
　
　
　
曾
且
翼
や
逆
，
暮
9
養
ε
9
潔
）

　
　
・
ソ
ズ
．
葦
暑
ホ
外
．
ヤ
K
ロ
ヘ
ヤ
ト
「

　
0
、

．
　
　
Z

喪
唖
．

孤，

N

　　　　　42ノ
　　　　＼19・

　　　鍛

、
三
三
遜
喫

一34一

げ“w門ドー’‘



一
、」
、

、
t

　’『　一．…｝｛　胤煽一’1’｝…－｝｛醐鰯 ﾓ漣臼“噛‘一憎……ず”　　用…帥一［｛r　1』…随

オフナディア傾斜展開方向

　　　　　r　　　　　　　　　ラッチ溝摩擦力

　　　　　　　　　　　　　　　　　系勺400gf．

　　　　　　　　　・え輪ク～三七

1可動部

　　　　　　　　　　　　　　　／

マイクロスイヅチ1“ @　　　　＼

　　　マイクロズイ、ッチレバ「

’　　、：

　＼

　　　　試

　　　　　緊　　　レバー抵抗』
　　　　　　　ウ‘約1。。gf．

マイ如スイッ子押ボタン・、

　　・、

＼　　　　’
＼　　＼

　　＼　　＼

　　V＼ラツチフ，オーク回転方向

　　　＼　＼
　　　　＼　　＼・1・・

　　　　鳶－．

　　　　固定部呪　　　　’　　　ご，

マイクロスイッチ取り付け部付迄9）カの釣合

卿
、気一〆

図10

一36日

　
　
一
嚢
国

掩
．
轟
い
例
に
ド

曲駄

X
副

　
　
一

r
｛
｝
乳
下
七
、

毘
翼
踏
些一

十裾
縞

野
眠
㌔
σ

讐
’
脳
5
出

ψ
些
回
り

　
デ
ム
β

　
幽
酬

コ
乱
i
↓
薫
冒
（

　
一

8
．
三
彪
・
一
・

　
一ム

慧
遡
梨
＝
で
σ

ム

h
門
タ
耐
＝
噌
3

ム
ロ
総
謝づ

設
習
・裂
5　口’

i皿

十
三
り

ーー

A
ひ
・
肉
熟
山
い

γ
翰
ま

v
澆
や

　
　
～
声

．
ひ
ム
凶
心
隔
＝
U
ら

τ

　　　ト套

．§輯蜘i高

匙
軽
｝
旧
く

r
…
…
：
…
…
．
…
●
。
…
…
…
…
…
5

－。一一一鼈鼈鼈黷窒　　　　　　　　　　　　I　　l

1

　　　　　i二二

　　　　　i響

⑲　ii妻
　　　　　i）

　　　　　…
　　　　　i篭
　　　　　i些
　　　・☆i電

1

ヨ
寒
・

⊃
a
i
↓

　・．「一一一≒「｝

＿レ賦、・二1’2

　1『1呂9「＼ご∴墨彗

　i∵∴・．∴．5，．臼
　3　　　　　　　　　　　　嚇」

爲
㎞
黙
・
「
籠
課
N
試
●
く

　　

@　
@　
@　

画鵬

@
酷
急
　
一
驚

鵡
竃
冨

’
；
”
バ
蝿
亟

ま
ら
三
韓
乙b @．　　　　　A　

1

噛
童
a
手
早

臨
軽
罫
壁
上
当

去

撃
三

白
旱

　
i

「
…
…
…
…
…
．

国
β
『

影
干
‘
虞

圏
此
●
蓑

ー
サ

」
、
，
司
「
1
－
」
．
δ

　
　
　
　
（
ぐ
ム
δ
品
嬉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
陪
臣
潔
・
脚
鯉

h H↓ ↓

亀ソ恩 3●」u

己

鵬 餌径
ぐ
π

望
ぐ
ロ

慧 慧
寄 需
幅 へ
1
己

鷺
貿
も
論
や

「　　
　
　
　
　
　
　
（
ぐ
三
目
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
己
↓
　
　
↓
己

週
讐
六
㌣
・
、
蒼
“
「
l
」
（
剰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ひ
賎
「
…
…
・
・
…
…
急
・
…
｝
ポ
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
噛
ほ
凄
，
職
…
．
…
，
・
・
…
・
…
・
い
峰
r
＝
コ
＝
…
．
…
遣
．
．
『
…
弓
；
…
弓
，
．
…
弓
…
．
…
…
．
…
．
…
…
…
，
…
…
．
…
…
一
…

鰻
難
桑
弓
”

三国

1

1
1
↓

1
一
↓ 豊

▼

罷
嚢
壁
△

1鵠

D
1
日
P
怒
噸

　し

增
g
霞

鵠
献
霞

ム
き
∫
．
l
d
些
残

＾．　I　　Ll　　一

轟
慧
ミ
蝦
｝
藍
パ
L

　　　　　　　豊・i．

　　　　　　　餐i

　　　　　　　誌

　　　　　　　錘i

　　　　　　　塁i

　　　　　　　藤
　　　　　　　’・一i

籠
馨
二
二
二
二
．

、
二
寒
冒

霞
三
二
二
二
ヨ
恒

穐
．

i　　　　　　　◎＝　　遡
堰@　　　　　　　電 監

皇

i
一
転
…

…
i
’
…

…
l
i
層
i
．

義
目
寮
§
俊

1
’

毘
麟
一
一
狽

冬
田
ヌ
q

　轟r、@
野
，
　
只
ξ
⇒
　
ヨ
、
　
恒

靴）
�…i輝

煎・　　　　i
k　　　　　i
g　　　　　i
ﾜ　　i　　　　…　　　　葦　　　　…　　　　…

遷
：
i
…
’
i
，
、

：
∫
1
　
　
、

：
i
菱
i
！
匹
i
翼
1
’
一

：
i
…
・
i
…

轟
、
醤
・
§
覆

蕪く

a
?
`
擁ボ
F

：i　’

・　　　　　葦

●　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（」

T
竪
．
く
ト
，
虞

や
く
ト

（」

浮u

y
鴫
．
く
ト
ー
幽
晒

（」

ﾉ）

謨
梶
怩
ｭ
し
P
一
一
｛

罷
冬
ト

一37一

へ
》
月
。
駆
血
帰
順
這
出
鵬
恕
剛
網
嘱
匡
く
の
」
、
［
二
M
幽
．

耽
昌
　
，

　
　
旧
一
一
、
，
、
．
弓
’

　
　
　
　
⊥
昌

　
　
　
　
　
　
一
1
…
｝
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
謹
3
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
L
；
i
闘
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
惜
彗
三
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
醇
ξ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ず
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
一

・
ギ　
　
陣

仁
．
・

拝　
　
　
　
　
　
　
詐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睾
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
F
3
　

「



’
　
　
1
　
　
　
　
　
㌦

｛

…｝

【凶

ﾖ
卸
ロ
。
b
加
細
出
門
㌍
玉
・
臥
　
ハ
ト
匡
く
の
　
0
り
二
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
』

冒

b

●

　　　　　，　　」　や　　　．P　一　■「「　　　P自　　　　g　fF　
胎　　　」」　　n　　訊　’　F　一炉」’ゴ　一圃

O　　　　　　　　　　●　0　　　　　　　　　　　　0

o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●

怐E　　　　　　　　　　o　o　　　　　　　　　　　　　　o

噛
幽

’
’

●　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　　　o

怐@　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　⑦畠 ミ
ら

』r＼・

1

熱　噛

●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　● ’h．　、
一：iさ

』函
為㌔ぐ＼　　　．　　・

o■　　　　　　　　　　●　o
．－ @←‘

／

O　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　．　　．0
‘

．
・
　
　
ム

ひ
卜

魑，r

・　　◎　　　　　　・．　　　　●　『　　　　　　’　o
・L　． き
・赴・ゴ 昏

孟
…

噂騨

C

寿
●　　　　　　　　　　　，　　●　　　　　　　　　　　　　　　o 1

Kム 1
ム 1H

O　　　　　　　　　　　　G　■　　　　　　　　　　　　　　σ
〆，

籠 卜
、 葡 巫
．r、 ｝獣

・　♪㌧

o　　　　　　　　　　　　　　■　　●　　　　　　　　　　　　　　　　o

怐@　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　・

製 ヤ

■「 @　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　ゴ　　　　　●

　，｡　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　　　　　　　　　　　　　　　．o

rl
一

「－

ぺ
＝
～

山シ’z

一39一

亀

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　．　一　－　一　一一一「　　　　　　　畠　凹　一　一　一　　」　　　　　　㍗炉　　．　一1　　　　」　1　　「　層　　　一　　
「　闇

　，　応1∫，　一　「酬押μ一噌馬 @厄一

E
⑦
．
＝

働

辱

．1
　　　　　　　酊　＿　

一　

　　　　　嗣E　巾　．r’｝rP　　　　吼　　　　　“”　　　　F　　　馳　一　　　　　　一　
←　 由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　
一　　

　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　一　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．h．戸ご　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　A　　　　　　　　　　．｝＿r「　、一．．　　　　　　　　＝，．－　　　　　　閲　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一　　　　　．　　　　「　　　　ヒ　　　一　　へ

マ
8
”
ぐ
り
〇
　
　
一
マ
”
㏄
O
　
　
c
O
祠
”
ω
㊦

論
鰐

「

1
一1

1
國

σ

ー

O

1

①
⑲
“
G
o
ぐ
り
“
㊦
一
　
田
＝
一
ト

マ
一
＼
マ
O
＼
N
O
　
　
図
↑
く
O ．

α

　
　
　
　
　
　
　
⊃
ム
ス
ム
臥
R
嗣
嘩
脚
ヤ
網
嘱
に
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
鵠
δ
O
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窺
O
　
ρ
Q
＋
＜
＜
山
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

ゆ
の
こ
〇
　
創
◎
リ
ニ
㊦
　
①
①
“
＆
・
の
て
鱒
㊦
0
．
①
㏄
茜
0
ド
＆
0
苗
⑧
ニ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
．
O
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
．
①
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
．
の
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
◎
．
①
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
．
G
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
．
0
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
．
0
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
h
い
黙
〉
×

〈
酬
出
鼠
魚
～
爪
ハ
ヤ
い
h
智
V

gJ

}
O
　
　
＝
’
一
く
氏

qo

h
O
で
一
矧
O
d

ぐリ

}
“
8
ぐ
o
“
一
6
⊃
　
ω
門
・
＝
ト

マ
一
＼
で
O
＼
四
〇
　
N
↑
＜
O ．

㏄

N
F
区

十十十十→。十十

醗

（
〇
一
”
。
っ
O
）
（
お
二
〇
）
（
N
の
δ
O
）

マ
の
騨
ト
の
“
O
⑤

　
　
ご
コ
．
㊦
の

　
白
．
錺

　
　
ご
コ
．
寸
の

　
　
『
の
ゆ

　
　
0
．
c
O
の

　
　
⊂
⊃
．
0
の

　
　
O
．
α
ω

　
　
⊂
⊃
．
δ

＝
o
o
Q

÷　　＋　　÷　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋

　
　
　
h
い
瓢
〉
×
、

〈
爵
憎
冒
嬉
～
’
塩
ハ
㌔
、
い
へ
賛
V

q3

}
（
｝
　
　
＝
↑
＜
偶

q◎

p・

n
マ
一
℃
O
d
　
　
口
』
一
」

」
⊃
」
　
α
巴
3
α
X
ト
．
一

H
ー
◎
っ
函
ロ
　
　
「

一38一

【F　▼　　P殉　．

㍉
　
、

垂



一
一

一
適　
ギ
　
　
船

ー

ー

（a）

（b）

（c）

外観図
（

1　・
1　　9　　層　　　　　　　，

4・
I
↑

コネクタ

寺　　i手
@　　5→｛　　μ　　　｛＋日．日1＋

C臼　｛ゴll
・N

蛇腹　　　　　　　　，

．「の

U　　　　　　　　　　　　　9　　　●

●　rで｝

撃

’　■　幽　．　r　、　．

　夢@．．M◎　　寄
巴田1
刻Jh　　　I

幽馳 @　　　　　　　　　． ●旧　　　　一吻　　　　一　　，　　　　． ．　一　　　　　　　　　　　■閏●搏．番　　」　9　．

o

’τ、

qd　【コ

c田

’臼

@国

z1，

D
崖
、
幽

「「c
■
櫛

r田．…葺｝1●－田●田■1凹、田　【碧1

｝　　　　　　弾 ＝向『一十一一 ・

’、』一一∴鼈黷ﾃ7一一上滋

Vへ
，，

@　　　　　　　　　一R93．5

ダ付け部　，
　　，Aクセスキャップ

0
0

一
＼
く
，

RFケーブル

＼サーマルシールド

o
o

0

σo．

0

〕q』「

o
Q

G

0
・0

0

ρ

ハンダ付け部

q

中心導体

放電路．

長上　’

テフロン

O
．ゴネクタピン

、　　隔

＼
　○／／1＼＞1ζ　∠

@　1　　　　　　一∠、　　　　　　　、

宴mヒ税’

@Q　　　　・

　　　　　」　　　雪r

@　　　　　　　　　　　　　　　中心

で

外導体 放電路k最小沿面距雌2．95m！n）
’

　　　　　　　　　　　　　　の図．14　RFケーフル

　　　　　　　一40一

｝

中心導体

麟
’曳ノ

醗
紘

三

三
・

（a） 外観図 281．8

組δu

6かφ

1・

…
』
1

「、」

‘’

●　　．

．、
“

o

｛
∴
o

　　一

淋クタ、

の

の
．
O
σ
っ
謄

卜

・霞

ミ’

「’「τ　’

「
　ロサ　
ヨ111闘

＝塑幽

lliii酬

8　　　　　魔

，

顯1　　　螺　　’
・m了m蔭コi酬瞬篶

・嗜ト

ILLLLL戯． 1参

拶．
葺腹

l

I

置
　
　
　
9

「

　　　　　ロ　　　．岬
lo口・　　　　　．

サ「マルシールド

’⑨ 往）・

（．b），

」．き

愚
．
・

ハンダ付け部‘

C

．o

、
痔
∠
鷲

．アクセスキャップ

o

o

①

パシダ付三部

三型フレキシブルジョイ財ト

◎／

中心導体

茄板∫

てb．γ　放零路
コネクタ

ぺ

コネグタピン’

、
G
一
墓
、
卍
．
・
㌧
己

、
／
／
弘

診
レ
＼

テフロン

．外導体

中心導偉

‘

三三路．（最小沿三三照2．4mm）

・．図↑、昏　1τ’分煉・

「4ト

．
q

　
　
レ
ー

　
　
　
づ
　
ミ

　
　
　
　
菅
、

　
　
　
　
　
鑑
　
－
…
　
冒

」
尊
レ

　
　
　
…
ド
「

　
　
　
　
　
　
　
　
高
一

岐
剣
難
．

．l

li｝1’

セ

ま　セ

1
牛
，』，と



JERS－1　　S自R　　21／自PR／92　0〔∋63－241　12。5 21

懸羅鷺；蘇釜磐論罵ド藩タ議回忌1、

纒霧三三騨錘三三瞬灘三図欝懸轍擁乱露
礫く餓亀脅凶　ゴ泌側適》5

図 6

完藩藷曳濾麟旧観嚢嬉義蓉奪磁壽三二醸襲塾三

三ま三冠織薦轟　一三ゑ1
　　　　　　　㌻　倒墨㌦㍊ご鷺諜　　　21／倉PR／92
∵＜蔑諾ご＿ら∵臥’盤し．脂二翼さ　㌦1

東京地区における白い回状のノイズ

　　　　　　　一42一

Tsel　R

禰

に
製
酬
羅
一
i
ψ

矯

に
三
図
紐
I
I
Ψ

　　｛5259221｝

｛5234255）

　q・76｝

（a）パルス状信号

‘5159255｝

　1　　　　　　　　　　　7。6　　　　　　　　　　1
　ヰ　　へ　　ヘ　　リ　　の　　へ　　の　　　　　へ　　へ　　へ　　　　　　　　　　　ロト

　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
‘53

w慧328巳＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿」　　　一
　　　　、5＿51150｝＿5。｝　　IT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　l135

、，＿⊃　　“’56’　　　　　　LL

q・55｝

（b）パルス状信号の部分拡大図

図17　生データの画像表示により認められたパルス状信号

一43一

…
　
…
　
…

　
　
　
一
ほ

　
　
　
　
旨
一
㌧

　
　
　
　
　
　
｝
口

　
　
　
　
　
　
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
段

一　
葭
…



μ

＜
↑
L
e
綻
曝
八
－
略
シ
、
燕
三
面
爪
八
二
　
①
F
函

。
O
槍
摯
盤
ド
e
図
瞳
鍾
二
薄
掲
擬
壇
罰
悩
嶋

濤
馨
e
肇
二
逡
羅
頓
［
］

唄
置
・

網
置
・

　
一
一
．
O

　
鯉
鎖
純
量
ゆ
価
刃
図
瞳
知
H
三

顧
一
層
寸
寸
醜
照
e
霞
壇
解
鞭
・

駁
螂
e
鐸
鰍
・
〃
h

唄
匝
・

鍛
三
三
潔

　
　
　
　
。
5
猶
Φ
犠
解
2
蝋

二
心
3
刃
驚
愕
鍾
P
齪
賊
際
隠

　
　
　
．
寸
寸
楚
粒
碇
圓
吊
隆
H
・

喚
習
N
．
o
o

塵
照
）

鰹
三
三
三

三
樋
層
騨

鴇
燃
心
瞳
封
ミ
ト
一
三
暴
E

（輔

ﾋ
漬
“
心
。
く
ホ
喚
炉
）
鯉
漬
驚
璽
擢

三
三
・

K
蝿
e
鐸
駄
・
醒
h

刈
匝
・

十
三
認

　
　
　
　
　
　
。
5
層
患
三
三
慧

騒
蹄
ゆ
二
潟
艶
踪
楚
P
暖
鍛
隈
隈

　
　
　
　
．
衷
砥
楚
P
曖
躍
隆
H
・

雷
…
“
N
．
の

漣
栢
三
三

鍛
覇
酬
ミ
ト
二
心
掻
匝
＼
三
三
匝

（
齪
榎
ミ
。
翠
霞
）
鯉
督
糞
壷
櫨

べ
螂
e
§
蹴
・
醇
h

唄
匝
・

避
軽
三
三

　
　
　
　
　
　
。
二
層
心
三
三
2

鎌
二
心
5
公
設
鰍
楚
レ
旺
圏
…
隈
隈

　
　
　
　
，
ぬ
遭
鍾
レ
旺
鍛
賑
H
・

三
三
．
。
●

置
軽
潔
三

豊
選
鰻
e
迦
観
壽
屋
索
や
駅
史
康
些
卜

（
鯉
餐
心
。
蒙
霧
）
鯉
儀
蝿
匝
覆

　
　
。
二
層
二
P
癬
胸
駕
畷

ρ
三
三
e
粘
“
申
只
鯉
脛
蝦
・

。
5
三
三
刃
”
ゆ
極
母
酬
為
＾
一
黛
ζ
密
漬

　
　
　
　
　
．
犠
ゆ
勧
翠
螺
楚
豪
《
ム
凛
黄

　
　
　
e
氷
ホ
ハ
臥
．
如
翼
程
。
掲
犠
聾
鰍

遅
ミ
ト
ー
心
ム
ー
ム
ム
K
，
ミ
ト
ー
心
国
属

　
　
　
　
　
．
貞
ト
ー
娼
K
l
H
卜
黛
ハ
ヤ
・

（
鍛
王
覇
e
刃
迦
認
匝
刃
長
虫
臼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹
魚
↑

。
5
層
三
三
”
ゆ
極
翠
酬
犠
バ
ー
粘
ζ
鵠
榎

．
回
心
勧
翠
襯
輔
竃
へ
《
ム
毎
溢
e
弘
小
（
ト

　
　
　
．
如
嚢
毅
。
槍
犠
笹
螺
慧
鍛
牌
｝
訓
凋
・

一45一

隆
鯉
舞
e
蝋
ム
へ
魯
ζ
弘
勲
記
鍬三

三
e
轟
参
爪
λ
臥

襲
駄
e
鍛
迎
訓
凋

　
　
　
。
二
駁
三
三
製
認
罹
瞬
H
鍾
バ
ー
黛
ζ
恭
ホ
λ
ト
K
三
三
鉄
e
震
蟹
隈
H
㊥

。
5
澱
褻
バ
ー
黛
ζ
恭
ホ
ハ
三
民
鋼
ハ
ト
ゆ
へ
噂
綿
2
震
賊
隈
瞳
白
蝋
鞭
e
出
く
の
θ

　
　
　
　
。
喫
斜
杓
盤
鯉
犠
腎
踏
e
麗
」
一
り
二
墨
書
O
O
国
．
N
＼
①
～
目
。
り
＼
◎
D
幅
罵
萎 嚥
e
ハ
ー
妬
K
趨
鎖
承
ホ
ハ
ト

謬

噛

矯

、

2118／懇懇Y／92　D∈〕48－222　12．5S臼RJERS－1

翻
㌧

8
㌧

TS91　R

鱒韓藁繍i蟻鑓嚢紫四這照照蕪欝i朗朗轡ご謙9、
諺

懸驚灘急葛院歳鴫碁盛二璽㌶ゑタ
壽離晶　　　轄

こ．、．．㌦．孟’＿〆気ノ扁∴毒 、，，細㌦軸漏純ゴ魂きヨ窺ばべt、

・鍵
　　メ

千島列島のゴースト状の影図18

　　ロー



一　　
　
一
｝
…

重

肖、

十　　
　
醤
弓
案

　
　
　
　
　
　
」
、

三
三
L

　
　
　
4
1

⊥

∈
N
①
．
F
↑

一

掴

臨盤質皿圓窪盤駆恩露塵当日再編趣

国国握団慶雪風醗便四日団隠唱題四

国総巴8日昌昌爲冒口写日日魁紹量

目。　　目9戸戸干満鼻口脳弓目星
5◎o麟田9卵酒日8踊加
脇闘囹厨面脇9口母翻欄干皿圏9目
四脚組個個露囹巴聞団紹恩田駆8四
二口駐二二口二丁厨脇日E8二種闘

恩田B隣恩齪置旧鱈凹琶8四雷絹屋
日国臨B9恩B頸置尽謹謹窟隠口醗
駐臼9面箆日口目凹鰻”闘召母団国

華r＼開呂麗麗鶏麗叢書

自四囲釦昌翻8固爵匝鰹圏悶闘臨麗
日厨羽目目旧習駆『 c屋翼翼腿盈認皿

囹口回四琶岡口翻野趣固厨8B騒回

露思凹目団円目口召2囚目釘層層殴
臼四恩日脚田図目隠層層a隠旧恩層

間露団謹口琴露臨団昌8函細引雷日

豊⑩慧餐麗離豊寒寒呂調

瑠自回目旧聞匿恩趣島回鯉膣盈思5
6四日琶E函凹凹恩蕊臼四四日日回
髄廼且昌躍E恩日露路竪呂国盈勝圃

駆図画頃旧恩置圖固囹期日醗2日目
R且簾臥腱鳳麗日．国側巨群＿堅．9臥露＿

讐厨E・層慰隣国・厨・紐・騒騒80図日田噛

謬uつ匿慧慧龍護慧露寒羅言霊

四目5B旧聞国国層層日鶴窟躍層題
E竪目日嗣回82隆騒躍冒固目田圃
鱈幽麟駆臼目醒慶醒旧膨囚昼日国謹

」
ム
ド

夢

、一

4
〆
ロ
ヘ
ヤ
レ
／’

▼

∈
N
．
O

彫目聞2盈露緩腿隅隅凹目屑日日恩
薗露曜魁図露国闘駆望巴四日。團団団

四日醗国口留囹昼82目恩口口口碑
匿　　　騒B団四旧回目題目霞隠蟹
睡マ区画騒騒日野降臨巴湿日陰

固目目腔日野経国隅隅恩盈囹隅隅轟

目隠闘留籾留2置目鶴目隠目隠鯉匿
四囲莚口占8紹昌昌召霞目口凹区二

恩8目凹画謎a羅団臨団四堅目函巴
麩－面旧縁口脇囹団団駆国隣囹”臼隠

召霞留層駐2巴継目菌隠日日8巳9
恩’　　　　巴日凹凹隠隠闘麟召5駆£
目◎つ国恩揺国恩同日厘隅田飯口

8日目露8躍層田鍾露麗団団9穂墨
田目印駆闘E謹口置固題目謹聡8B
趣踵臨盛窟駐騒囹・羅闘B厘8闘盈匿

霧塾隅隅回国厨回目鶴協2殴鶴5四
温9腔回目趣目凹題閉路厨田臨躍8

8窟畠闘8露口隅隅層譜5四目嬉5

匿｛N豊寒路匿路目路旨旨

面厨回田囚68日露鳥凶日目隠屋8
田図母顕陽暦B隅紹囹面母6田圃趣
5団露闘腿2一因闘径鯉口盈留山隔・

団口唱2騒日整腔図闘5口目隠腿四「
田圃薗霞巴匿鐙羽目留目躍日曜目隠
88目目ロロ匹躍ド ｬ麗園5団日6留
闘　　　電瑠騒騒窟母闘囹擦目8脛
。「F一 �I臨腔自腿翼躍3臼田ロ
日医ほに盈B脇題臨隠区陰巴a旦巳
厨厨酋露”窟区錘口旧薗召『團騒”懸

2僧暫間5屋窃認口口凹目目臼臥璽

E
↑
．
O

一∈①
∞
’
．
｝

L田。乞・乙一司

孟

き
§
　
　
悉
ー
ミ
ー
H
題
八
ヤ

ま
0
8
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ま
り
＝

ま
㊤
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ト
志
」
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺
藩
匝
　
　
　
き
§
A
ヤ
m
会
ヘ
ト
ム
片
ム
昏

き
鴨

督
魚
↑
／

ミ
ト
ー
湯
玉
訟
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眺

、
　
⑳

寓
ゆ
ゆ

寓
σ
っ
一

三
図
N

露
O
＝

誘
ゆ

翠
。
っ
一
・

腐

匿
飼

ミ
ト
ー
如
四
四
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
掴
・
煽
　
　
　
　
　
　
㌃

一46一

’

rげ．博　　．」→＿．＿㌧＿一＿＿＿．．一，＿一冒＿醐

〈
m
姑
．
亭
や
転
細
巽
お
恥
パ
ト
に
く
。
つ

。

釧
圏

爾
）

建

岬，几一

櫓

麟
糊

◎◎

∴
、
妊9／　　　　　　　　　　　　rぐ

ト
く

、　　　　　　　　口。

5

．

　　　，

?

口◎

卜
ム
，、

耗
　　　　　　、ﾁ、

の
＜．

．r字

嗣 ／く

1

（
常
《
』
（
い
ム
副
』

（
又
．
《
A
い
廊
醐
↑

⑩
ミ
耗
γ
、

　　

@　
@　

@
宙
、

ミ
而
●
《
ミ
垂
医

心

藩
匝
剣
ト

。◎

く超・ぞ

、

ゆ
ミ
妊
γ
、

N
ロ
。

橿
喧
纏
麺

＿↑事

くi擬

幽

一47一

・＼・

六
ヤ
m
．
公
ヘ
ト
奪
言
剣
ト

¢
く

N
く

回
鯉
如
帯
掘
嶺
樹
匝
玉
恥
λ
ト
に
く
の

門

N
図

弓
－
一
　
一
「

　
」
ト
ー

　
　
F
　1
厄
r

　
　
　
レ
」

　
　
　
　
噛
…
ト
ビ

　
　
　
　
」
箏
，
き
「

　
　
　
　
　
璽
一
F

　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
酢
1
．
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
畠
－
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
層
　
－
幽

ζ
｝
｝
F
任

　
、
一
　
　
i

　
　
弓

　
　
　
口

　
　
　
■
「

⊥
・
　
｝
｝
■
一　
旨

　
　
一
、

　
　
　
■

　
　
　
　
■

　
　
　
　
｝
r
弐

　
　
　
　
　
擁

：
1
、
」

一
　
レ
F

　
　
　
　
」
1
1
　
L

　
　
　
　
　
　
一
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
据

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
ー
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
し
」
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
レ

匹
十

誌

上
緋
．
　
　
　
胴
親
劃

　
　
　
　
　
　
掴
卜
P
一
・
ト
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
響
ド
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
ド
疑
鏑
粋
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
締
旨
露
レ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
ら
、
窪
肇
㍑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗
溝

1レ　T

ili・1
：
｝

；
1
…

L重，



0

一10

》
殺
三
三
睾

一30

一40

④

・
畠

・
⑬
・

081

021

06

0

06●

021●

0810

0　　　ユ 2　　　3　　　4　　　5　　　6

　　　アンテナパネル番号

　　（a）電力分布

7　　　8　　　9

⑤

⑭

⑳　　畠

⑳

働

　　　　　　　　　　　　アンテナパネル番号

　　　　　　　　　　　　（b）位相分布

図22　観測されたアンテナパターンから求めた各アンテナパネルの

　　　　放射電力及び位相の推定値

一48一

♂

稔

簿

一3PRF 一2PRF

　　　　i－1PRF

0 十1PRF

！

十2PRF

1

1＋3PRF

±fD糊／2！ ±fDFW／2 ±fDFW／2 ±fp鯉／2
一

±1DFW／2 ±fDFW／2 ・±fp四／2

一
でも一’5、一

＝
二
一

＿　一曜　　　　　　　　哨　一

＝＃二：堵こ一」に＝驚＝コ　　一　　一　　　臼一

一 一
＿　　　　　　　　　一｝一 一　　　　　　　　　　　　　　｝

二
　

一 1

1

一

．ご＝轟 歩
≧
、

1 1
！
1

；『

1 1

【
fD四：ドノプラ周波数処理帯域幅

L

事：z三

R
一一
N
↓
み
＿
†

1

　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　T’

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　劃ゑ1

ビーム半値幅

図23　ゴースト状の影発生メカニズムの概念説明三

一49一

h
U



パネル内部ノ＼＼

へ埋め込み＿　 ＜べ

＼、．

＼

外観図）a（

コネクタ
／

コネクターケーブル部）b（

放電路》C〈

ケーブル／コネクタ（1／2）

同軸管

ケーブル

テフロン

放電路《最小三面距離1・66m鵬）

テフロン

図25

一51一

僻一丁一一点’

　
愚

矯
、

麟
〉

爾
）

λ
一
存
ツ
、
玉
出
ハ
ト
K
レ
篇
卜
　
寸
創
圏

の

h
よ
●
ミ
宍
』
蕾
E
三
三
牒
。
ミ
く
山
国

　
　
　
　
　
（
選
）
蔵
K
♪
ミ

　
σ
り
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
“
・

（
一
1
ρ
）

O
・

ゆ
。‘

1

i

一
l
　
　
l

一

の

三才

?
E
，
　
1
三
三

　　i　　　l　　●
ﾉ亀i　・し　i
焔Pi零一i　lぞi　i4一妻一…　…

iド盤…l　i　ζ’l　i

i
∴
…
．
嶺
、
i
　
i
　
i
薯

1

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
Q
、
よ
●
ミ
索
ト

§
辱
証
賊
碧
＼
撒
三
三
繋
條
一
く
店
鵠
（
N
一
，
・
3
）
’

　
　
　
　
　
　
　
（
爆
）
賦
K
き
ミ

　
　
h
■
　
　
　
一
　
　
　
一
－
　
　
　
n
－
　
　
　
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
O
マ
ー

、
よ
。
く
歌
ミ
営
旺
圖
灘
三
一
託
誕

O
マ
・

め
O
・

O
O
。

ゆ
耐
・

O
創
・

切
マO

マ

め
8

O

（gP）台まfli婁兵≦目iヒ

・
の

あ
よ
●
く
な
訟
三
一
同
一
三
一
く
山
＝
（
一
一
．
『
5
）

　
　
　
　
　
（
爆
）
凝
K
避
ミ

O
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
P
，
　
　
　
　
O
，

頃
。

O
n
L

　
　
　
腓

O
N
－
　
腰

　
　
■
彰

。
T
の

　
　
　
ω

O

I
l

匪

8

t

董
11
・
1

1

1

め
σ
つ
－

O
e
っ
・

の
N
－

O
～
・

の
轡
。O

マ

O
・
O

（9P）◎ﾜ封1…ヒ鼻峯目‡

一50一



葦

ξ
ミ
篠

中心導体
／一ケ鱒

’　　ノ　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　，　　ず　　’

、

ノr／　／　／／／／〃

A、　　　ミ　＼

ぎ
こ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
o
写

一 一　　　一v ＼　　　　　　　＼旨

／〃zイ　z／／／／／

＼
一 ！　　ノ　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　’　　”　　ノ

コネクタセンタピン
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導電性接着剤

エポキシ『

帥
噛
フ
シ
テ
キ

隙空
け付ダンハ

ー
イデポ

曾
一
圃
霊
甦

●

匹

＼

．
9
f
‘
℃
’

5
　
」，
義

ト甥”力加戸
ロックリング

ルブ輌ケ

イデポ

／

ノ蓬

＼ ＼、

　　　（d）　各部詳細図

図26　ケーブル／コネクタ（2／2）

　　　　　　　　　　一52一

ケーブル

）

㊥

禰

JERS－1　0PS
　PO63　　R241

千葉港 VNlR

、

Level　O
　BAND　3

　　　CN35－30／E140－23　　N　N35－30／E140－16　　SUN　EL64　A143

DATA　AcQuIsITIoN
　　　DATE　：　29　APR　1992

FILM　PR㏄ESSING．NOHOO25
　　　DATE　　　　　　。11JUN　1992
画面サイズ（タテ×ヨコ）；25Km×19Km
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図27　0PS　VNlR画像

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一

E－10078－01345

衛
星
進
行
方
向



JERS－1　0PS
　PO63　　R241 千葉港 VN　R　 Level　O

　　　　　　　　BAND　3

　　　　も
CN35－30／E140－23　N N35－30／E140－16 SUN　EL64　A143　　E－10078－01345

衛
星
進
行
方
向

DATA　ACQuISITIoN
　　　　DATE　．　29　APR　1992

FILM　PROCBSSING．NOH：0026
　　　　DATE　　　　　　　　l　l　JUN　1992

画面サイズ（タテ×ヨコ）　63Km＞く48Km

図28　0PS　VNlR画像（拡大）

一54一

勧

力
つ
ン
ト
値

姪

A

カ
ワ
ン
ト
値

5ぞ7223／2538鯉（1〔四，1＿4㈱）
　　　　プロファイル出力

40

錦

20

！o

キw・むu∂牌π’｛則、皆m［m加u胃へ、・nuκ’Aβ・い｝い一

9
εoa　漁　　7co　75a　sきa　8ヨ】　gco

　　　　　　　　　　　ライン

95a　　1㏄G　1観　　11go

笥

力

？

K　29
伝

5｛｝

駿7223！253…潮02q即。笛〕一！塁U⊃

　　　　島漆鎮｛斤

灘離州麟蠣溶出齢憾

0
34ε：9　翻　　鴛3　繍　　3s89　37ま〕　了～的

　　　　　　　　　　　ライン

鋤3　3捻9　3蜘　　簾

4

S127㈱B創【2　q伽34ag－4aδ〕，
　　　　周お魏折

4

3

2

o
o ゐ　　　　　的

　　　　周笈蜘セ

函 面

己‘

3

2隔●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

鋪

0
0

・
4
0

　由

周義趣窪

12q ．
医

図29　ハイゲインモードで撮像した画像のプロファイル
　　　　　と周波数解析結果

一55一



一

！i’

1…「… w一』－…　『

鴨噛像4微レ編

メ 童

地上糸め錦 溢載離め異草

X

　評　　　邑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　・1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　；㌔＝”E、ぷP　P，’層一・藍《・・　　　　　　　　　　｝

　　　工

麻C

パ

o郡以外の微叡娯常
　　　　　　　　　β

焉@蒔7｛　　　’

・船撰単
f　　　　L

みr2 バー3　　　　　　為一4 A一蔓

爵熱撰弟
，

MP帳弟 MDて畷弟 剛角鄭 多A餉影磐

、

　1　　　「　「，β一ξ　・♪ぐ　　　　　　　8－4・ノ（

迫イXF 『んr2’、、

・　　　8－8’x ，x　β』6

o搭内罪
h号硬弟 覆蓼

」

熱制御罐諌締熱締聯囎

飾
獅
電
柳
の
累

儲無鯵戸の髪弟 　ノイス1・跨

ﾝ戸5覆

『望

β＝～ヅ×
β一2－2 β弓z－3　　　△ 8－2－4ド

　＝鳳

ﾀ一2一牽

cの（〃駅♪の異串一 プリアンフ聯（ゾ肛尺）曝 ：検燃贈脚（VN工尺）唄弟 豊擁脅（瞬尺）1

i滋 口　　　馳‘

8－2－3－1 ×　　　8－2－3’2△　　　　　β一乙一／ 　　　　　　　　　　　　　　　　画　一o　　　5L6i℃～‘　　　　　　　β一♂一3

CじO駆：動

m1。ノ砥の果常

σCO電源
ﾟ果学、

ヒーダからの　　　　覧、

@　ノイス∴

碑翻働聯サらのノ・籾i、一 OF5’ﾈタκ

Cおのノづズ

図30　VNIR画像についてのFTA検討結果

一56一

醗

㊥

麹

魏

謡
回
略
ミ
ヤ

轄選づi≡　　　　Hi≡i≡　1ρ峯十♪　　　　　十〉：》　　　　　　　　十臣

一一欄”燭偶 u　　　　　　　　　r一一“
・‘4■9一ロP腸』■

看

出

・帆鳳
Pよ
宴
~
1
ハ
ζ
1
ヤ
1
邸
、
1
」
も

塁
書
．
1
3
i
・
5
霊
薯
…
…

二
5
i
i
コ
l
i
l
…
9

；譲
回
’
螢
’
・
ま

譲
回
ミ
§

1臓　繭囎岬

y
i
l
I
　
　
●
i
l
l
…
…
美
至
・

　毫’　知・ 、奉

1捧猿
O
具
1
“L＿．一＿一＿．＿一＿一

書凹昌爾＿一＿一一韻幽の一ρ口鱒働齢’

　　；
ﾙ
し
一
州

r畠一齢‘　ゴ

@　lll
　；Q一働」‘癌
@ミ　判

弓く　．

ш
ﾚ
1
卜
回
払

，…一…一一一門齪lo　　　　l直

蜜
姻
撰
鯉
璽

lHh
＝
＝
1
（
団
・
i

　
　
恒
　
　
1
華
痴
　
　
1
理
爵
・
R
I
K
　
．
賦
・
く
；
ミ
川
　
；
質
　
　
…

1　　　　　｝
P　　　　　｛L一．一一一一ρ．一」

　　　　関

ミ
§
ミ

州
一57一

圏
督
鯉
殴
藩
に

Z
＞

F
o
つ



1

IC

十

、

　　　　十15V

（VNIR電源部から）

C

’

2r
、

T

τγ1

、

⊥

図32　VNlR検出器駆動部

一58一

｝　 @　　”』醐一一購

CGDへ

　12V

鰹

V

懇

魏

JERS－1　0PS
　PO63　　R241

千葉港 SWIR　LevelO
　　　　　　　BAND　6

　　　CN35－30β140－23　　N　N35－30／E140－16　　SUN　EL64　A143

DATA　ACQUISITION
　　　DATE　：　29　APR　1992

FILM　PROCESSING：NO．HOO27
　　　DATE　　　　　　　：11∫UN　1992

画面サイズ（タテ×ヨコ）：25Km×19Km

　　　　　　　　　　　　　　　　図33　0PS　SWIR画像

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一

E－10078－01345

衛
星
進
行
方
向



｝

｛

i
蓄

JERS－1
　　PO63
OPS
R241 千葉港 SWIR Level　O

　　BAND　6

　　　　CN35－30∠E140－23　　N　N35－30／E140－16　　SUN　EL64　A143

DATA　ACQuISITIoN
　　　　　DATE　：　29　APR　1992

FILM　PROCESSING　NOHOO28
　　　　　DATE　　　　　　　　llJUN　1992

画面サイズ（タテ×ヨコ）．63Km×48KIn

　　　　　　　　　　　　　　　　　図34　0PS　SWIR画像（拡大）

一60一

E－10078－01345

衛
星
進
行
方
向

山職喧吹h一

）

醗

ヨ

｛

働

｛

OPSS糾R　四馬かアロシヴトラ7ク方向に尾を引く

地上系の異索

　　工

搭載機器の異常

X
OPS以外の機器の異常

A

OPSの異常

× x x　　、

外来ノイズによる 信号処理系の異常 S冒iRの異常　　OPS内1／Fの異需

OPSの誤動作
β．2． β3　　　　　　　　B・十

o 一TG信号の異宮
8

8。4・一1

△ x ♪ぐ

ASPの異需 ♪かム電源部の異常 冷却・検出部の異常 冷却器用電源部の異常 光学系の異常
丙信号の蹴

β．4－2ε．ユー1 83。ユ　　　　　　　　　　8・3－3　　　　　　　　　　　　　83一‘チ。

クランフ回路の異常

83・J

@　　　　　　　X

φR1信号の異常
iやR2信号の異常）

8．2一’輔

B4－3
アナロづ7群プレケサの異常 冷却押の異富 検出器部の異常 訂Fの劣化 光学系の振動 一iD信号の異常

8．ユ，’・2 ＆3・2一∬　1 8，3，2．2　　　　83．補トー’　　　　　　8．3g十＿2
β　一4

利得制御回路の異需

8．ユー’●

φREF1信号の異常
撃qEF2信号の異常）

保硬回路の異需 8．4－5
伝熱部の異常

β　・！一 取付部の異常 冷知器本体の異常
．↓・ユチ÷ ラbOFF1信号の異常

iヂOFF2信号の異常A／D回路の異常 β，3－2・ノー1δ3・2一域
チェワ本体の異常（除検出器）

ユー！一、∫ 84－6
β3・2。’一3

タイミンづ回路の異富

X
×

8．2一ノー6
撮動による異常 冷却特控の異常 検出器の異常

ブリアンプの異富 Fライハの異常

β2・ユ・2－3
83．2 2・2’　β．3・2・2一’

DSPの異常
83●ユ，ノー2●’　　　　　ε．3－2●1一＝～●2

増幅部の異常
x タイミング回路の異常

8．2．鴨ユ 83・2・2・2一 33－2・2・3一’
X

クランプ回路の異雷 トラン刀ガ斗駆動回路の異蓉
F！FO回路の異常

2－2。ノ　　　　　　　　　　　　　　　　句 8．3り2・2・2・2 一2・2・3一：2

△
デコ外多重回路の異常

チ7ブの異常

Fライ11電源回路の異常　　　　　　，

8．3・2一ユ・3－3
8ユー2脚

18ふ2。2。たノ
フォーマッタ回路の異常

8，2・2－3
アライメントの異常 電揖の濱み残し

分光フィルターの異常

制御回路の異常 受光部の異常

83－2●2一’＋ノゴ
B5・ユ・2・’・2

8。3・コ・一3一 β3－2・2一ノー1一
8．乏一2一・守

エガによる反射／鼓乱迷光による異常 転送部／オンチガ7ンブ異常 トラ7ブ

83・ユ・2・’十’・ユ 83－2－2の’一2・
83・2・ノー3・2 8，3・2。2・ノー’の2．

リーク チガとの多重反射断媒 チガ内配報異常

8．3一ユ・’一3－3 β3・2・2つ一ノ’3
8ヨ。2・2・’．’一’・3 8，3。2・7一 噂ユ・2

入射面の汚れ 位置ずれ和チィングの接段不艮 チガ内多重反射

83・ユφ’一3－4． 83－2・2ノー！一4・ δ・3・ユー2・’一1・1・穿 B3・2・2・た23
フィ防の汚れ

伝鎮特性の異常 チガの放射媒劣化

83●2・1－3・5・ 83．2．輔ユー一↓一1●8

コンタミ塾一ノヨン等による透通率特性の劣化

β3・2・2‘ノー2辱チ

83●2、韓ノρ3一

その他の劣化による異常

β・3－2●ノー3喝7

図35　SWIR画像品質について
　　　　　　　FTAツリー

一61一

原因究明のための

1



、，．二

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　一　　　．　　　　　　　　　　　　　　f　「　　　　「　’‘　｝　一　　　　　　　　　　　　｝一　一吊」　　　　　　　　　　「　，　ヒ　　　　A　　．　噂　’　A　寺一　　　」　　　　　　　　＿　一　一　一　一　　　　　　　」　　　　　　一　　　　　　　　｛　　　　　畠　　　　　一　　一　　　　一　　ゴ　　　一　．　　一　一　　r　　」　　内　一　　r　　馳　r　　　曽　　　L　　　　　＿　｝　7　一　　一　一　　幽紳ゆπ　一　一　　丸「バ7　噛ゴ

　
…
一

　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　　　　　r　　　一　　　．　　　　ゴ　　」　　　．　　一　　　　　　　r　　r　　　　　一　一　一　」一　一　一　　　　．　　　占　　　　＝　　肖　　　乙　　　－h　　　　　㎜　　　－　一　　r　一　　　一　r　　　一　　　　　　」　　　　．　　　　　　　．　一　　　　　　一　　　　L　　　　一　　　占　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　　　　　　一　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　圃　　　　　　　了　「　炉　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　〒　　　　　r　　　「　　　　　　　　　　　　　一　　　　、　　一　　　　　　　　　　　　．，丸、　　　　　　　　　　「　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　ぽ
　　　、一一【一1．』　：．＾　．＿　一　．　．
，ド｛圏一か

ぐ
ム
ー
も
1
ト
ト
K
A
い
ム
O
O
O

α
O
↑
熟

r
O
ト
懸

〉

ゆ

6
－
l
I

o
＞

q
o
o
r

の
江

q
o
o
甲

薗伽〇一一一輔一一胃餉一一欄薗一一一一一一“一噌閥“噌一一｝一 P

帽
江

置

ム

司

ム

ヨ婁

σり

　　　2
　　　…
　　　5
　　　1
　　　コ。刈　　　　■

α：　i
～～→1

塁

1　一
；　ト
ー1

匿

」
1

…
『｝

1

：
I

j
．；・

量
；
1『

毒
5

旨

マ
α二

．一響軸一口r＿一＿嚇嘩一一＿一齢儒＿一一＿一一一騨一曽鱒。鵬卿一鱒一噂一一一曽一一一

0
Ω

回

罫

ム
1』

K
A
lr＼

⊥

の

00Σ一
〇＆k
　ゆ↑螺
」ミ
ト『ぐ

トム

’

ヤ
1パ（

＿」1

ト小
トム

創

一

ト

　　 　ロ　ロロののコつ

　　　；
　　　：
　　　；
　　　1．
　　　旨
　　　5
　　　；
　　　き
　　　；
　　　暑
　　　書
　　　3
　　　：
と　　　　　　　ロ

　　　1
　　　霊
　＼i
　、

解
、

い

紘
鵠

ぼ

≧
の

ト
。り

」
↑
ト
㌍

」
ト
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
回
怠
凶
望
レ
鮎
卜
卜
K
A
甑
⊥

．
「
誤
三
三
一
コ
ジ
，
」
，
一
、

　
皿
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
繭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

｝
　
匠
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
儒

　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
“
§
。
Ω
む
；

　
㎜
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
㎝

9
…
　
　
　
　
　
「
♂
・
　
　
　
　
　
　
　
…

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
」
｝

　
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
…
　
　
　
　
　
　
　
回
瞳
囲
｛
て
ヤ
塗

　
｝

　
’
5
1
－
1
巳
1
－
1
豊
暉
馨
1
－
1
－
6
－
I
l
I
l
l
量
。
－
9
一
量
量
l
I
旦
一
1
ー
ー
I
I
I
聾
1
－
1
－
1
‘
1
1
ー
ー
8
匡
」
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　　

@　
@　
@　

@
爾
　
．
⑩
．
り
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薮
萎
尋
襲
H
（
◎
コ
）

…
一
　
ー
ー
　
ー
ー
ー
ー
…
濁
ー
ヨ
ー
ー
…
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
図
ミ
弍
八
庶
渠
e
爺
鰹
＼
殴
築
捌
0
8

　　

ｧ
e
畿
｝
ミ
三
凄
三
三
岬
†
至
ρ
《
二
』
）
一

　
　
　
　
　
R
丑
V
」
三
図
鰹

団
団
囲
崇
三
更
や
恥
e
慧
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

㌧

一63一

　
　
　
R
ヨ
V
J
幻
細
懐
米

索
擢
旨
颪
鐘
V
虞
損
染
に
費
⑧

一，

翼一隅匿
圓幽躍駆
闘”口闘
団職騙悶
翻回訓回
腿園日岡
三国”回
関市団皿
闘風口島
隅翼旙魑
凶駆顕題
画”三国
三隅題恩
蟹闘山回
閲踏翼団
闘国翼闘

』
、
ヒ

⊃
三
三
三
三
鰹
㊥

、　」　　5

O

●　　i、
　
　
只
ヨ
p
ゴ
紅
回
米

三
三
㍗
に
留
舌
馨
瓢
9
£
三
二
θ

回
　
踊
　
”
　
”
　
”
　
醤
　
躍

幽
　
均
　
闘
　
国
　
　
国
　
闘
　
陶
　
圏

箆
　
閥
　
恩
　
瓢
　
闘
　
思
　
固

恩
　
甥
　
講
　
陶
　
聾
　
”
　
瓦
　
圏

層
　
　
回
　
　
鵬
　
　
撮
　
　
翼
　
　
暫
　
　
隅
－

恩
　
　
陶
　
　
覧
　
　
塾
　
　
圓
　
　
翼
　
　
阿
　
　
厘

腿
　
周
　
昼
　
四
　
矯
　
鯉
　
遥

騒
　
　
闘
　
　
回
　
　
鼠
　
　
画
　
　
陶
　
　
目
　
　
隅

翼
　
躍
　
珂
　
固
　
”
　
聞
　
潤

凹
　
　
回
　
　
均
　
　
口
　
　
甥
　
　
魁
　
　
”
　
　
臨

1

r62一

踊
澤
洋
洋
燗

．
嫡
四
洋
澤
踊
猛

　
回
　
冨
　
濁
　
国
　
富
　
風
　
自
　
亘

殿
　
回
　
属
　
渇
　
風
　
醤
　
　
舅
　
団

，
一
頻
塀
　
　
　
　
　
籠
碧
昭

∴
1
熟
ト
h
K
丹
全

／
醤
＼



！

．ド｝

認

但
櫓
姻
緯

　
　
　
　
軸
　
　
　
白
O
口
胤
ト
や
駆

臼
O
国
魂
鳳
N
タ
ギ

O
凶
偽
㍗
ヤ
い
ト

　
　
　
　
　
　
　
臼
O
国
喬
嵐
・
N
駅
ギ

の
①
Φ
旧

響
l
O
9
～

“
①
ω
舶
O
O
O
o
o

の
①
⑳

　o《H
　9
　　2

＿⊥一＿

の
Φ
Φ
舶
O
O
e
覇
0

騒
V
繍
鱗
姻
戯
亀
町
蕩
』

ト
O
ω
｛
」
閃
「
艦
o
o
q
2
の
⑦

騨

騨
尊

輯

レ

V
幽
魂
遡
覇
ヨ

ト
O
山
あ
」
‘
o
七
一
」
三

岳
＼
罐
麗

V
愈
為
遡
遡
ヨ

卦
0
6
ロ
』
」
呵
麗
＝
に

V
幽
魂
継
三
田

卜
O
α
自
h
」
網
η
‘
o
o
釦
の

｝
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
F
一

一64一

ハ
ー
ス
ヤ
〈
恥
K
あ
丑
鰹
ト
○
山
＼
」
－
O
山
oo
盾ﾁ

趨

働轡

現象：

lDRの再生モードから
Xタンバイモードへの移行
iコマンド送信なし）

Yes　　　　　　　　　　　No
恒常的な現象
ﾅあるか？

@Yes

再生モードにおいてのみ
ｭ生する現象である。

　　　　　　　　　　　　ノ

mo

再生モードと他のモード

@違いがあるか？

@　　　　No
Yes

現象発生時のテレメトリ
fータに異常はあるかつ

再生コマンド送信1秒後に
rECONDARY　BOT検出された。

i10月14日の運用） 闇

MDR　SECONDARY　EOTIBOT
�HをDISABLEにする。

No　　　　　　　　　　　　　Yes

¶一

SECONDARY　EOTIBOT
�Hに現象を発生させ
髣v因は何か。

　　岬　－竃

ｼの機器からの
`導干渉め発生

他の機器からの
厲ﾋ干渉の発生

衛星バス電圧の
ﾙ常による干渉

他の機器の異常
ｮ作による干渉

’

テレメトリデータ

繧ﾉモニタされて
｢ない。

他の機器の異
墲ﾍ観測され
ﾄいない。・

SECONDARY　EOTIBOT
�Hは高利得・高イン
sーダンスの為接地が
¥分でないと干渉を受
ｯ易くなることは否定
ﾅきない。

MDRの異常
ﾅある。

SECONDARY　EOTIBOT
�Hは高利得・高イン
sーダンスの為接地が
¥分でないと干渉を受
ｯ易くなることは否定
ﾅきない。

による干渉の発生。

推定原因
eープ駆動制御部のグランディング 図39

DMDR再生モード異常に対するFTA
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醗趨

嚇

参考1

地球資源衛星1号（JERS－1）の打上げ結果の評価に関する審議について

平成4年6月3日
宇宙開発委員会決定

1．平成4年2月11日に宇宙開発事業団が行ったH－1ロケット（2段式）に
よる地球資源衛星1号（JERS－1）の打上げの結果を評価するために調査

審議を行うものとする。

2．このため、評価に必要な技術的事項について、．技術評価部会において調査三

無行うものとする．この調査額1ま・平成4年7月末までに終えるこ孝目

途とする。
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参考2

宇宙開発委員会技術評価部会構成員

（部会長）

前田　　弘 関西大学工学部教授

（部会長代理）

鈴木昭夫

石沢禎弘
上杉邦憲
久保田弘敏

五代富文
小林康徳
田辺　　徹

垂井康夫
手代木扶
中島　　厚

敏
雄
前
任
一

　
保
文
春
啓

島
中
島
澤
永

西
野
原
廣
安

息科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所高

堂宙開発事業団理事

文部省宇宙科学研究所教授

東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

筑波大学構造工学系教授

東京大学工学部教授．、

東京農工大学工学部教授

郵政省通信総合研究所通信技術部長

科学技術庁航空宇宙技術研究所宇宙研究グループ

　第12研究グループグループリーダー

科学技術庁金属材料技術研究所損傷機構研究部長

東京理科大学工学部教授

東京大学生産技術研究所長

文部省宇宙科学研究所教授

日本放送協会技術局量術開発センターニューメディア部長

騒醗

醗燈、
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